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　「酒々井町から全国へエネルギーを発信したい」という学生たちの思いのもと『順
天堂大学裸まつり』が6月5日に開かれました。開会式では、町内４つのロックソーラ
ン愛好団体と学生たちが息のあった演舞を披露しました。
　太鼓の音を合図に３基のたるみこしが中央台公園をスタートすると、ゴールするま
で学生たちの元気な掛け声が町内に響き渡り、沿道からはそれに応えるようにバケ
ツにたっぷり入った水と声援を学生たちにかけていました。

国保税の納付、国保被保険者証切り替え、失業者の国保税軽減、人間
ドック助成、不法投棄の監視、１５ℓのごみ袋、南部地区計画変更、水
稲の病害虫防除、水辺は危険、消防職員募集、社会を明るくする運動、
出かけて見ませんか、参加募集、給食センターからこんにちは

住宅リフォーム補助金制度、安全・安心を支える整備事業、県議会議
員補欠選挙、農業委員会委員選挙、避難者へ見舞金、節電の心掛け、
アナログ放送終了、子ども医療費助成事業、私立幼稚園保育料補助、
国民年金加入手続き、国民年金納付猶予受付開始、介護保険料

◆発行・編集／酒々井町経営企画課　〒285－8510　千葉県印旛郡酒々井町中央台４－11　☎043（496）1171　◆毎月１回１日発行

人口と世帯数６月１日現在（前月比）　 人口21,244人（＋17）　男10,716人（＋7）　女10,528人（＋10）　世帯数9,019世帯（＋14）
　　　　　　　　　　　　　　　　  外国人登録人口268人　男120人　女148人　世帯数82世帯

若い力が地域を元気に！若い力が地域を元気に！
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　「
酒
々
井
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
制
度
」
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
環
境
の
向
上
や
町
内
産

業
の
活
性
化
な
ど
を
目
指
し
て
、

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う

場
合
に
町
が
そ
の
費
用
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
で
助
成
す
る
制
度

で
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度

の
活
用
を
お
考
え
の
方
は
、
以
下

の
内
容
を
確
認
し
、
ま
ち
づ
く
り

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者
　
町
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
し
て
い
る
方
で
、

申
し
込
み
日
現
在
、
町
税
等
の
滞

納
が
な
い
方

補
助
対
象
工
事
　
消
費
税
を
除
い

た
工
事
費
が
20
万
円
以
上
と
な
る

も
の
で
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該

当
す
る
工
事

・
こ
れ
か
ら
着
工
す
る
工
事
で
、

　�

翌
年
の
２
月
末
ま
で
に
補
助
金

の
請
求
が
で
き
る
工
事

・
町
内
の
施
工
業
者
（
酒
々
井
町

　�

内
に
本
店
の
あ
る
法
人
や
住
所

の
あ
る
個
人
事
業
主
）
が
行
う

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

・
住
宅
（
個
人
住
宅
・
併
用
住
宅
）

　�

の
修
繕
、
改
築
、
増
築
、
模
様

替
え
、
補
修
、
改
造
、
設
備
改

善
等
の
工
事
（
併
用
住
宅
の
場

合
は
住
宅
部
分
の
み
が
対
象

で
、
共
同
住
宅
の
場
合
は
個
人

住
宅
部
分
の
み
が
対
象
で
す
）

・
基
礎
、
壁
、
柱
、
小
屋
組
、
土

　�

台
、
斜
材
、
床
、
屋
根
、
横
架

材
、
開
口
部
等
の
修
繕
お
よ
び

補
強

・
屋
根
お
よ
び
外
壁
の
塗
装

・
内
装
お
よ
び
建
具
の
修
繕
、
畳

　�

替
え
、
間
取
り
変
更
等
の
模
様

替
え
、
台
所
・
浴
室
・
ト
イ
レ

の
改
修
、
断
熱
性
・
気
密
性
・

遮
音
性
工
事
、
防
火
・
防
犯
・

給
排
水
・
ガ
ス
・
電
気
・
衛
生
・

換
気
設
備
等
改
修
工
事

・
増
築
、
改
築
、
太
陽
光
発
電
、

　
床
暖
房
等

・
外
構
工
事
（
既
存
施
設
の
修
繕

　
に
限
る
）

　
町
で
実
施
し
て
い
る
次
の
制
度

を
利
用
し
て
補
助
金
を
受
け
て
い

る
場
合
は
、
補
助
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。（
同
一
工
事
箇
所
で

他
の
制
度
と
併
用
し
て
補
助
金
を

受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

・
障
害
者
等
日
常
生
活
用
具
給
付

　
事
業
（
健
康
福
祉
課
）

・
居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の
給
付

　（
健
康
福
祉
課
）

・
生
活
排
水
対
策
浄
化
槽
推
進
事

　
業
（
生
活
環
境
課
）

2

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度

次
の
よ
う
な
工
事
が

対
象
と
な
り
ま
す

補
助
対
象
外
と
な
る
場
合

事 前 相 談

交付申請書の提出

補助金の交付決定

実績報告書の提出

補助金額の決定

補 助 金 の 請 求

補 助 金 の 交 付

補助金交付までの流れ

まちづくり課で相談を受け付けていますので気軽にご相談ください。

町内業者へ相談・工事内容の決定

補助金交付申請書に必要事項を記入、押印のうえ必要書類を添付してまちづくり課
へ提出してください。　※10月末までに交付申請書を提出してください。

補助金交付が決定された場合は、町から補助金交付決定通知書を送付します。
応募者多数の際は、補助を受けられない場合があります。

工　事　の　実　施

リフォーム工事の完了後１か月以内に、住宅リフォーム補助金実績報告書に
必要書類を添付してまちづくり課へ提出してください。

申請時の書類と実績報告書を比較し、補助金額を決定します。
その後、町から補助金交付確定通知書を送付します。

補助金交付確定通知書を受理したら、住宅リフォーム補助金交付請求書を
まちづくり課へ提出してください。※2月末までに請求書を提出してください。

補助金交付請求書に記載された指定口座に町から補助金が振り込まれます。



　
役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
プ
リ

ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
等
の
公
共
施
設

が
集
約
す
る
立
地
環
境
の
中
に
あ

る
中
央
台
公
園
を
、
今
年
度
か
ら

平
成
25
年
度
に
か
け
て
防
災
設
備

を
備
え
た
基
点
避
難
場
所
と
し
て

再
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
な
整
備
内
容
と
し
て

は
、
医
療
・
救
護
・
応
急
物
資
の

輸
送
な
ど
を
行
う
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、

災
害
物
資
の
一
時
保
管
や
集
積
場

所
、
現
場
の
応
急
救
護
活
動
を
行

う
テ
ン
ト
、
非
常
用
の
ト
イ
レ
や

緊
急
車
両
用
駐
車
場
な
ど
の
施
設

を
配
備
し
、
防
災
機
能
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
公
園
は
利
用
で
き
ま
す

が
、
工
事
中
は
ご
不
便
を
お
か
け

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
は
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
道
路
反

射
鏡
の
新
設
補
修
等
を
主
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
新
た
に
通
学
路

の
安
全
対
策
と
し
て
酒
々
井
横
町

地
先
か
ら
下
台
地
先
の
区
間
で
自

転
車
等
が
待
避
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課
維

持
管
理
班
☎

１
５
８
・
１
５
９

補
助
対
象
工
事
の
審
査
　
対
象
工

事
に
つ
い
て
は
、
工
事
内
容
の
審

査
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
補
助
対

象
と
な
る
工
事
で
あ
っ
て
も
応
募

者
多
数
に
よ
り
予
算
の
範
囲
を
超

え
る
場
合
は
、
補
助
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

補
助
金
額
　
工
事
金
額
の
10
パ
ー

セ
ン
ト
（
千
円
未
満
切
捨
て
）
で
、

最
高
限
度
額
は
10
万
円
と
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
あ

わ
せ
て
浸
透
ト
レ
ン
チ
や
貯
留
浸

透
槽
等
の
雨
水
抑
制
施
設
設
置
工

事
を
行
う
場
合
は
、
補
助
金
額
に

２
万
円
を
追
加
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
10
月
31
日
㈪

注
　
意
　
事
　
項
　

・
申
し
込
み
前
に
着
工
し
て
い
る�

　�

工
事
ま
た
は
完
了
し
て
い
る
工

事
は
補
助
金
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。
必
ず
工
事
着
工
前
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
の
交
付
は
１
住
宅
に
つ�

　
き
１
回
限
り
で
す
。

・
町
で
実
施
し
て
い
る
他
の
同
様

　�

の
制
度
に
よ
る
補
助
金
と
併
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
業
者
等
代
理
申
請
の
場
合
は
委

　
任
状（
様
式
任
意
）が
必
要
で
す
。

・
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
、
改

　�

修
の
内
容
や
改
修
費
の
増
減
等

の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

「
住
宅
等
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補

助
金
変
更
申
請
書
」
に
必
要
書

類
を
添
付
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度

は
、
町
内
施
工
業
者
が
行
う
工
事

に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま

ち
づ
く
り
課
で
は
、
６
月
１
日
時

点
の
町
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
お

よ
び
町
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望

者
登
録
名
簿
に
基
づ
き
「
町
内
施

工
業
者
一
覧
表
」
を
作
成
し
配
布

を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
覧
表
に
掲
載
を
希
望
す

る
町
内
施
工
業
者
は
ま
ち
づ
く
り

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち

づ
く
り
課
計
画
整
備
班
☎

１
５

３
・
１
５
４

安
全
・
安
心
を
支
え
る
整
備
事
業

【事例①】工事費が1,000,000円未満の場合
　　工事費　　　　　　（補助率）　（千円未満切捨て）
　　725,800円（税抜き）×10%　　＝　 　72,000円

【事例②】工事費が1,000,000円以上の場合
　　工事費　　　　　　（補助率）　（千円未満切捨て）
　1,258,000円（税抜き）×10%　　＝　　125,000円
          　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓
　　　　　（上限額10万円が適用されます）100,000円
　
【事例③】�リフォーム工事にあわせて雨水抑制施設設置
　　　　��工事を行う場合
　　工事費　　　　　　（補助率）　（千円未満切捨て）
　1,258,000円（税抜き）×10%　　＝　　125,000円
          　　　　　　　　　　　　　　　　　 　↓
　　　　　（上限額10万円が適用されます）100,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋
　　　雨水抑制施設設置工事追加分　　　　20,000円

補助金額の計算例

H23.  7.  1 3

中央台公園

横町地先と下台地先を結ぶ町道

交
通
安
全
対
策
事
業

防
災
対
策
事
業

町
内
施
工
業
者
の

一
覧
表
を
配
布



　
千
葉
県
議
会
議
員
の
大
野
眞
氏

が
死
去
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
印

旛
郡
選
挙
区
（
定
数
１
）
に
欠
員

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
補
欠
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
次
の
要
件
を
備
え
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

︻
年
齢
︼　
平
成
３
年
７
月
25
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方

︻
住
所
︼　
平
成
23
年
４
月
14
日
以

前
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方

　
当
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
平
成
23
年
３
月
16

日
以
降
に
千
葉
県
内
の
他
の
市
町

村
へ
の
転
出
の
届
出
を
し
た
方
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
す
る
予
定
の
方

は
、
当
町
で
投
票
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
県
内
で
の
住
所
移
転

が
市
町
村
を
単
位
と
し
て
１
回
だ

け
の
場
合
に
限
ら
れ
、
投
票
の
際

に
は
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る

﹃
引
き
続
き
県
内
に
住
ん
で
い
る

こ
と
の
証
明
書
﹄
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
県
外
に
転
出
さ
れ
た
方

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

※�

証
明
書
は
県
内
で
あ
れ
ば
、
ど

こ
の
市
区
町
村
役
場
で
も
発
行

で
き
ま
す
。

期
　
間
　
７
月
16
日
㈯
～

　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
23
日
㈯

時
　
間
　
８
時
30
分
～
20
時

会
　
場
　
役
場
中
央
庁
舎
１
階
会

議
室

　
期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
当
日

に
仕
事
や
用
務
が
あ
る
な
ど
の
理

由
に
よ
り
投
票
が
で
き
な
い
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
投
票
す
る
方

は
、
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り

宣
誓
書
の
記
入
が
必
要
で
す
。

　
不
在
者
投
票
は
、
他
市
町
村
に

滞
在
中
ま
た
は
居
住
し
て
い
る
方
、

不
在
者
投
票
所
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
病
院
等
に
入
院
（
入
所
）

し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
告
示
日
以
降
に
、
圧
着
式
封
書

の
投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま

す
。
１
枚
の
封
書
に
同
一
世
帯
で

最
大
６
人
分
の
入
場
券
が
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
切

り
離
し
て
本
人
が
投
票
所
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
は
で

き
ま
す
。

　
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見

な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
朝

刊
に
折
り
込
み
ま
す
。
届
か
な
い

場
合
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
役
場
、
中
央
公
民
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
プ
リ
ミ
エ
ー
ル

酒
々
井
、
酒
々
井
コ
ミ
�
ニ
テ
�

プ
ラ
ザ
の
各
施
設
に
も
配
備
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
朝
刊
折
り
込
み
予
定
日

　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
20
日
㈬

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
区

分
が
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
﹁
郵
便
等
投
票

証
明
書
﹂
の
交
付
を
受
け
て
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
た
方
で
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
自
ら
投
票
の
記

載
が
で
き
な
い
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
た

方
（
代
理
記
載
人
）
に
投
票
に
関

す
る
記
載
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）
☎

２
１
３

　
町
の
農
業
委
員
会
委
員
の
任

期
が
７
月
19
日
に
満
了
す
る
た

め
、
公
選
に
よ
る
委
員
10
人
の

選
挙
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
立
候
補
届
出
が
定
数

を
超
え
な
い
場
合
は
、
無
投
票

と
な
り
ま
す
。

投
票
日
時
　
７
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　
７
時
～
20
時

投
票
で
き
る
方
　
町
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申

請
に
よ
り
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方（
町
内
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
で
満

20
歳
以
上
の
方
で
、
10
ア
ー
ル

以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

方
お
よ
び
同
居
の
親
族
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
で
年
間
お
お
む
ね

60
日
以
上
耕
作
し
て
い
る
方
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
）

告
示
日
　
７
月
５
日
㈫

立
候
補
の
届
出
　
７
月
５
日
㈫

８
時
30
分
～
17
時
　
役
場
中
央

庁
舎
３
階
会
議
室

立
候
補
で
き
る
方
　
投
票
で
き

る
方
の
要
件
と
同
じ
。
た
だ
し
、

年
齢
は
、
７
月
10
日
現
在
で
満

20
歳
以
上
の
方
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
（
総
務
課
内
）
☎

２
１
３

4

千
葉
県
議
会
議
員

補
欠
選
挙
（
印
旛
郡
選
挙
区
）

投
票
日
　
7
月
24
日
㈰

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

投
票
で
き
る
方

選
挙
公
報
の
配
布

入
場
券
を
持
参

郵
便
等
に
よ
る
投
票

3
月
16
日
以
降
に
県

内
の
他
の
市
町
村

に
転
出
し
た
方

７
月
10
日
は
町
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
の

投
票
日
で
す

（
印
旛
郡
選
挙
区
）



みんなで節電を心掛けましょう

　
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
、
町
内
に
避
難
さ
れ
て

い
る
世
帯
に
対
し
て
見
舞
金
を
支

給
し
ま
す
。

対
象
者
　
平
成
23
年
３
月
11
日
に

お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
地
域
に
住

所
を
有
し
、
同
日
以
降
に
町
内
に

避
難
し
て
き
た
世
帯
の
世
帯
主

（
世
帯
構
成
員
の
み
避
難
し
た
場

合
を
含
む
）

・
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

　�

り
、
災
害
救
助
法
の
適
用
と
な

っ
た
地
域

・
東
京
電
力
福
島
第
一
・
第
二
原

　�

子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
内
閣

総
理
大
臣
に
よ
る
住
民
の
退
避

指
示
等
の
対
象
と
な
っ
た
地
域

※
た
だ
し
、
支
給
申
請
時
に
町
内

に
在
住
し
、
滞
在
期
間
が
１
か
月

以
上
で
あ
る
こ
と　東日本大震災により被害を受

けた方は、税務署で手続を行う

ことで所得税が還付となる場合

があります。そのほか、源泉所

得税の徴収猶予や還付、廃車と

なった自動車の自動車重量税の

還付などの特例があります。

　詳しくは最寄りの税務署にお

問い合わせいただくか、国税庁

ホームページをご覧ください。

http://www.nta.go.jp

問い合わせ　成田税務署

☎０４７６（２８）５１５１

　東京電力福島第一原子力発電所の事故等の影響

により、電力の供給不足が続いています。

　特に、大幅な電力需要の増加が見込まれる夏

（７月から９月）の９時から20時頃にかけては、

供給力が不足する可能性があり計画停電の実施や

大規模停電を引き起こす恐れもあります。

　このような事態を避けるためにも、一人ひとりが積

極的に節電に取り組むことが求められています。

　なお、役場などの施設においても、照明の消灯や冷

房温度の高温設定、ポロシャツ着用等のクールビズを

実施していますので、ご理解・ご協力をお願いします。

問い合わせ　生活環境課☎ ３４３、総務課危機管理

室☎ ２１５

夏のピーク時間で最も大きな消費

電力を占めるエアコン。室温は

28℃を目安に設定温度を高めに

しましょう。また、無理のない範

囲でエアコンを消して、扇風機を

使用しましょう。

照明はこまめに消灯をしましょう。日

中は照明を消して、夜間も照明を減ら

しましょう。また、LED電球などに交

換すると更に節電効果が得られます。

エアコンの次に電力を消費している冷蔵

庫。設定温度を「強」の場合は「中」へ

変更しましょう。また、詰め込みすぎに

も注意しましょう。扉の開け閉めは、短

く、少なく普段から庫内を整理して、開

閉の時間や回数を減らしましょう。

待機電力を減らすことも節電の

ポイントです。本体の主電源を

切り、長時間使用しない機器に

ついてはコンセントからプラグ

を抜いておきましょう。

見
舞
金
額
　
５
万
円
（
１
世
帯
１

回
限
り
、
原
則
世
帯
主
に
交
付
）

手
続
に
必
要
と
な
る
書
類
等

①
見
舞
金
申
請
書
（
役
場
総
務
課

に
あ
り
ま
す
。
世
帯
主
の
振
り
込

み
先
口
座
番
号
等
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

②
本
人
確
認
で
き
る
も
の
お
よ
び

被
災
地
に
住
所
を
有
し
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
り
災
証
明
書
等
）

③
印
鑑

支
給
方
法
　
口
座
振
り
込
み

受
付
期
間
　
７
月
１
日
㈮
～
12
月

20
日
㈫
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

危
機
管
理
室
☎

２
１
５
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避
難
し
て
い
る
方
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

東日本大震災により
被害を受けられた方へ

【家計にもやさしい節電対策】

※熱中症にご注意を！水分をこまめに補給するなど無理のない範囲で節電に取り組みましょう。



被害にあわないための
対処法

問い合わせ　総務課危機管理室 ☎　216内

　デジタル放送の受信の
準備はお済みですか？
　まだ、画面上に「アナ
ログ」の文字があると7
月24日以降テレビの視聴
　ができません！

※テレビの他、ビデオデッキ・パ
ソコン・カーナビ・ラジオ等でア
ナログテレビ放送を受信している
場合も7月24日以降は視聴できなく
なります。

　地デジ放送を受信するためにどうし
たらいいのかわからない方や地デジに
関するご相談やお問い合わせは、デジ
サポへ！

　地デジアドバイザーによる臨時相談
会を役場会議室等で実施しています。
詳しくは、広報ニューしすい6月号か
町ホームページをご覧ください！

悪質商法にご注意ください！
　テレビの調査会社やアンテナ工事業者を装って地上デジタル放送を受信するための費用を不正に請求

したり、工事の勧誘を装うなど、悪質商法による被害がおきています。

　地上デジタル放送に関する誤った情報や不十分な情報にもとづいて関連商品・

サービスを売りつける悪質商法にご注意ください。

　総務省、テレビ局、その他の関係機関がお金を請求することはありません。

●頼んでいない用件や知らない用件・一方的な要件は、はっきり断りましょう！

●どんな要求をされても、自分の判断でお金は払わない！

●絶対に部屋に上がらせない！　　●「不審者」と思ったら１１０番！

月　　日アナログテレビ放送終了!7 24月　　日アナログテレビ放送終了!7 24月　　日アナログテレビ放送終了!7 24
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子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
を
更

新
し
ま
す
�

　
町
で
は
小
学
校
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
を
扶
養
す
る
保
護
者
の
方

に
、「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給

券
」
を
発
行
し
、
医
療
費
の
助
成

を
し
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
方
が
、
医
療
機
関
等

に
支
払
う
自
己
負
担
額
（
０
円
ま

た
は
２
０
０
円
）
は
、
毎
年
７
月

１
日
時
点
の
子
ど
も
の
属
す
る
世

帯
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
決
定

し
、
８
月
１
日
か
ら
有
効
の
受
給

券
を
７
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
転
入
な
ど
に
よ
り
本
年

１
月
１
日
に
酒
々
井
町
に
住
民
登

録
が
な
か
っ
た
方
は
、
自
己
負
担

額
決
定
に
必
要
で
す
の
で
、
平
成

23
年
度
の
市
町
村
民
税
の
課
税
状

況
を
証
明
す
る
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
書
類
の
提
出
が
な
い
方
や
未
申

告
等
に
よ
り
課
税
状
況
が
不
明
な

場
合
に
は
、
市
町
村
民
税
課
税
世

帯
と
し
て
受
給
券
を
交
付
し
ま
す
。

◎
課
税
状
況
を
証
明
す
る
書
類

　
次
の
い
ず
れ
か
一
つ

・
市
町
村
民
税
課
税
（
非
課
税
）

　�

証
明
書
（
平
成
23
年
１
月
１
日

現
在
に
住
民
登
録
の
あ
っ
た
市

町
村
で
交
付
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
）

・
町
県
民
税
特
別
徴
収
額
の
通
知

　
書
の
写
し

・
市
町
村
民
税
納
税
通
知
書
の
写

　
し

※
た
だ
し
、
非
課
税
や
均
等
割
の

み
課
税
の
場
合
は
、
子
ど
も
の
属

す
る
世
帯
全
員
の
非
課
税
証
明
書

が
必
要
で
す
。

提
出
期
限
　
７
月
15
日
㈮

提
出
先
　
こ
ど
も
課

　
　
　
　
　
　
　�

小
学
校
６
年
生

ま
で
の
医
療
費

を
助
成
し
て
い

ま
す
�

　
町
で
は
、
小
学
生
の
医
療
費
を

助
成
す
る「
小
学
生
医
療
費
助
成
」

を
平
成
22
年
10
月
診
療
分
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
」

を
お
持
ち
で
な
い
年
齢
の
小
学
生

の
保
護
者
の
方
で
、
病
院
な
ど
の

窓
口
で
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
医

療
費
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
領
収

書
等
を
添
え
て
こ
ど
も
課
へ
申
請

　
町
で
は
、
幼
児
教
育
の
振
興
を

図
る
た
め
、
私
立
幼
稚
園
に
就
園

す
る
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
、
保

育
料
等
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　
補
助
の
対
象
と
な
る
世
帯
と
補

助
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

申
請
手
続
き
　
補
助
を
希
望
す
る

保
護
者
の
方
は
、
幼
稚
園
か
ら
配

布
さ
れ
る
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
各
幼
稚
園
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
用
紙
が
配
布
さ
れ
な
い

場
合
は
、
こ
ど
も
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
　
平
成
23
年
度
の
市
町

村
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

ま
た
は
、
市
町
村
民
税
納
税
通
知

書
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

補
助
金
の
支
払
方
法
　
補
助
金
は

年
度
末
に
幼
稚
園
を
通
じ
て
支
払

わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
３

を
し
て
く
だ
さ
い
。
通
院
・
入
院

時
の
自
己
負
担
額
（
０
円
ま
た
は

２
０
０
円
）
を
差
し
引
い
た
金
額

を
助
成
し
ま
す
。

　
申
請
期
限
は
、
医
療
費
を
支
払

っ
た
翌
日
か
ら
２
年
で
す
。

自
己
負
担
額

・
通
院
　
１
回
２
０
０
円

・
入
院
　
１
日
２
０
０
円

・
調
剤
　
な
し
（
無
料
）

※
市
町
村
民
税
非
課
税
ま
た
は
均

等
割
の
み
課
税
世
帯
は
、
無
料
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
小
学
生
医
療
費
助
成
申
請
書

②
子
ど
も
の
健
康
保
険
証
の
写
し

③
医
療
内
容
の
明
細
の
あ
る
領
収

書
の
原
本
ま
た
は
医
療
機
関
等
が

発
行
す
る
小
学
生
医
療
費
計
算
書

④
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の

⑤
小
学
生
の
属
す
る
世
帯
の
市
町

村
民
税
の
課
税
状
況
を
証
明
す
る

書
類
　
※
診
療
を
受
け
た
月
の
属

す
る
年
（
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

間
は
前
年
）
の
１
月
１
日
に
酒
々

井
町
に
住
民
登
録
が
な
か
っ
た
方

の
み
必
要
と
な
り
ま
す
。

⑥
他
制
度
に
よ
り
給
付
を
受
け
た

場
合
は
、
そ
の
証
明
書
等

助
成
の
方
法
　
審
査
後
、
申
請
時

に
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
み

に
よ
り
お
支
払
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
３
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【
小
学
生
医
療
費
助
成
】

【
子
ど
も
医
療
費
助
成
】

対象となる保護者の世帯

兄・姉も幼稚園児等の世帯 兄・姉が小学校１年生から３年生の世帯

１人就園または２人
以上就園の第１子

２人以上就園の
第２子

３人以上就園の
第３子以降

就園している
第２子

就園している
第３子以降�

生活保護世帯 ２２３，２００円 ２６４，０００円 ３０３，０００円 ２４４，０００円 ３０３，０００円

市町村民税非課税世帯
（所得割非課税世帯含む）

１９３，２００円 ２４９，０００円 ３０３，０００円 ２２２，０００円 ３０３，０００円

市町村民税の所得割課税額が
34,500 円以下の世帯

１０９，２００円 ２０７，０００円 ３０３，０００円 １５９，０００円 ３０３，０００円

同税額が 34,501 円～ 183,000 円
以下となる世帯

４６，８００円 １７５，０００円 ３０３，０００円 １１１，０００円 ３０３，０００円

※両方に該当する園児を有する場合は、該当する世帯全体の補助額を両条件で比較し、多い方の額とします。

私
立
幼
稚
園
の

保
育
料
を
補
助
し
ま
す

私
立
幼
稚
園
の

保
育
料
を
補
助
し
ま
す

私
立
幼
稚
園
の

保
育
料
を
補
助
し
ま
す

私
立
幼
稚
園
の

保
育
料
を
補
助
し
ま
す

子
ど
も
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

子
ど
も
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

子
ど
も
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す



　
国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
す
べ
て
が
加
入
す
る
制
度
で
、

加
入
の
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
ほ

か
、
不
意
の
事
故
や
病
気
で
障
害

が
残
っ
た
り
、
万
一
、
亡
く
な
ら

れ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
住
民

課
年
金
班
へ
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。届
け
出
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
、

あ
な
た
の
大
切
な
年
金
の
権
利
を

　６月号でお知らせした国民年金保険料免

除・若年者納付猶予の平成23年度分の申請受

付を７月１日㈮から開始します。

申請方法　年金手帳、印鑑、所得証明書（１

月１日時点で酒々井町に住民登録がない方の

み）をお持ちになって、住民課年金班へお越

しください。

　なお、平成22年度分についても８月１日㈪

まで受け付けますので、希望される場合は手

続きをしてください。

　また、学生の方で保険料の納付が困難な場

合は学生納付特例申請をしてください。

　この制度を利用すると、学生本人の前年の

収入が一定額以下であれば、家族の収入にか

かわらず、在学中は保険料の納付が猶予され、

社会人になってから後払い（追納）すること

ができます。

対象者　学校法人の認可を受けている大学や

各種学校（大学の夜間部、定時制課程、通信

制課程含む）の学生

申請方法　年金手帳、平成23年度有効な学生

証または在学証明書を持参のうえ、住民課年

金班の窓口で申請をしてください。

問い合わせ　住民課年金班☎ �1 2 1・1 2 2

国民年金保険料の
納付が困難なときは

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
20
歳
に
な
っ
た
と
き

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
な
い
自
営
業
者
や
学
生
の

方
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
の
で
、
20
歳
の
誕
生
月
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
た

「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
て
、厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方
は
自
動
的
に
国
民
年
金
の
第

２
号
被
保
険
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
２
号
被
保
険
者
の
方
が
60
歳

に
な
る
前
に
会
社
な
ど
を
退
職
し

た
と
き
は
、
国
民
年
金
の
第
１
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、
退

職
し
た
日
付
が
わ
か
る
書
類
と
年

金
手
帳
を
お
持
ち
に
な
っ
て
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

③
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　
配
偶
者
の
方
が
退
職
し
た
と
き

や
、
配
偶
者
の
方
が
65
歳
に
な
っ

た
と
き
、
そ
れ
ま
で
国
民
年
金
の

第
３
号
被
保
険
者
だ
っ
た
方
は
第

１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の

で
、
配
偶
者
が
退
職
し
た
日
付
が

わ
か
る
書
類
と
年
金
手
帳
を
お
持

ち
に
な
っ
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
３
号
被
保
険
者
の
方
が

離
婚
し
た
と
き
、
第
３
号
被
保
険

者
の
方
の
パ
ー
ト
収
入
な
ど
が

１
３
０
万
円
以
上
に
な
っ
た
と
き

も
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険

料
の
納
付
を
免
除
ま
た
は
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手

続
き
時
に
住
民
課
年
金
班
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎�

免
除
・
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
老

齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金

の
受
給
資
格
期
間
の
25
年
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

◎�

免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
の
老
齢
基
礎

年
金
額
の
２
分
の
１
（
平
成
21

年
３
月
分
の
免
除
ま
で
は
３
分

の
１
）
の
年
金
額
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
猶
予
さ
れ
た

期
間
は
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

◎�

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
故
が
発
生
し
た
と
き

に
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
年
金
班

☎

１
２
１
・
１
２
２

免
除
・
猶
予
制
度
を
利
用
す
る
と

　当会では、先輩方が築いてきた奉仕の精神を失う事なく、生涯学習、健康寿命、

人権問題等への関心を持ち続ける事を旨としています。

【定例活動】・印旛沼環境月間（10月）に酒々井小学校４年生と協同ゴミ拾い

・ふるさとまつりに「チャリティカレーショップ」を出店

・商工会まつり等に「酒々井音頭」で参加

・月例　第１月曜日午前７時～１時間程度、役場敷地内の草取り（４月～12月）

このコーナーに関する問い合わせ　住民協働課☎ ３６１

活
動
団
体
紹
介
⑮

酒々井町婦人会　昭和23年から活動しています。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

国
民
年
金
加
入
手
続
き

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

国
民
年
金
加
入
手
続
き

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

国
民
年
金
加
入
手
続
き

8
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介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
な

方
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
の

制
度
で
す
。
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
料
は
、
介
護
保
険
を

運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。
誰
も
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
保

険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
と
き
に
、

滞
納
し
て
い
る
期
間
に
応
じ
て
保

険
給
付
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
保
険
料

　
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
、
今
年
度
の
保
険
料
は
〈
表
１
〉

の
と
お
り
で
、
前
年
度
と
同
額
と

な
り
ま
す
。

　
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
介
護
保

険
事
業
計
画
期
間
（
平
成
21
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
）
の
高
齢

者
人
口
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
総

費
用
な
ど
を
推
計
し
、
現
在
の
基

金
（
介
護
保
険
に
お
け
る
貯
金
）

残
高
を
考
慮
し
て
決
定
し
て
い
ま

す
。
　

保
険
料
の
納
め
方

　
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
一
人
ひ
と
り
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
め
方
に
は
、
年
金

か
ら
の
引
き
落
と
し
に
よ
る
「
特

別
徴
収
」
と
納
付
書
に
よ
る
「
普

通
徴
収
」の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

▼�

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
「
特

別
徴
収
」

　
老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年

金
を
年
額
18
万
円
（
月
額
１
万
５

千
円
）
以
上
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
年
金
か
ら
保
険
料
が
引
き
落

と
し
さ
れ
ま
す
。〈
表
２
の
上
段
〉

　
な
お
、
前
年
度
か
ら
継
続
し
て

特
別
徴
収
と
な
る
方
の
保
険
料
は
、

４
・
６
・
８
月
と
10
・
12
・
２
月

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　
４
・
６
・
８
月
は
、
前
年
度
２

月
分
と
同
額
の
保
険
料
を
納
付
し

ま
す
。
こ
れ
を
仮
徴
収
と
い
い
ま

す
。

　
10
・
12
・
２
月
は
、
７
月
に
確

定
す
る
年
間
保
険
料
を
算
出
し
、

そ
こ
か
ら
４
・
６
・
８
月
の
保
険

料
を
除
い
て
調
整
さ
れ
た
金
額
を

10
・
12
・
２
月
に
振
り
分
け
て
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を

本
徴
収
と
い
い
ま
す
。〈
表
３
〉

　
そ
の
た
め
、
８
月
以
前
と
10
月

以
降
で
は
、
納
付
金
額
に
差
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
徴
収
の
方
に
は
、

７
月
中
旬
に
「
介
護
保
険
料
決
定

通
知
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」

を
発
送
し
ま
す
の
で
内
容
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
納
付
書
で
納
め
る「
普
通
徴
収
」

　「
特
別
徴
収
」
と
な
る
年
金
受

給
者
以
外
の
方
は
、「
普
通
徴
収
」

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
度
の
途
中
で
65
歳
に

な
ら
れ
た
方
や
、
他
の
市
区
町
村

か
ら
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
に
つ
い

て
も
普
通
徴
収
と
な
り
、
各
納
期

に
町
が
定
め
る
金
融
機
関
に
納
付

書
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
普
通
徴
収
の
方
に
は
、

７
月
中
旬
に
「
介
護
保
険
料
納
入

通
知
書
」
を
発
送
し
ま
す
の
で
納

付
期
限
を
ご
確
認
の
う
え
、
納
め

て
く
だ
さ
い
。〈
表
２
の
下
段
〉 

��

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
普
通
徴
収
の
方
は
、
口
座
振
替

に
す
る
と
簡
単
に
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
便
利

で
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、
口
座
振
替
依

頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
銀

行
等
届
け
出
印
を
押
印
の
う
え
、

役
場
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
介
護

保
険
班
☎

１
３
１
・
１
３
２

〈表１〉第１号被保険者保険料（65歳以上の方の保険料）

〈表２〉平成23年度　介護保険料の納期

〈表３〉特別徴収の本徴収と仮徴収

所得段階 対　　　　　象　　　　　者 保険料（年額）

第１段階
生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者
で世帯全員が住民税非課税の方

２３，４００円

第２段階
世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年
金収入と合計所得金額の合計が80万円以下
の方

２３，４００円

第３段階
世帯全員が住民税非課税で、第２段階以外
の方

３５，１００円

第４段階
住民税課税世帯の方で、本人の課税年金収
入と合計所得金額の合計が80万円以下の方

３９，８００円

第５段階 住民税課税世帯の方で、第４段階以外の方 ４６，８００円

第６段階
本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
200万円未満の方

５８，５００円

第７段階
本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
200万円以上の方

７０，２００円

平成 22年度 平　成　23　年　度
10 月 12 月 2 月 4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

本　　徴　　収

仮　　徴　　収
平 成 22 年 度 2 月 分 の
保険料を、年金から引
き落とします。

本　　徴　　収
７月に確定した年間保
険料から仮徴収分を差
し引いて調整した額を、
３回に振り分けて年金
から引き落とします。

納　　　　　　期　　　　　　月

特別徴収 4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

普通徴収 7 月 8 月 9 月 10 月 12 月 2 月

皆
さ
ん
の
保
険
料
が
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
ま
す

介
護
保
険
は
支
え
あ
い
の
制
度
で
す
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税
率
は
、
昨
年
度
と
同
様
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

●�

年
金
引
き
落
と
し
を
口
座
振
替

に
変
更
で
き
ま
す

　
国
保
税
を
年
金
か
ら
引
き
落
と

し
さ
れ
て
い
る
方
は
申
請
に
よ
っ

て
納
付
方
法
を
口
座
振
替
に
変
更

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

●
世
帯
主
が
納
税
義
務
者

　
国
保
加
入
は
世
帯
ご
と
と
な
り
、

世
帯
主
が
社
会
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
で
も
、
同
じ
世
帯
の
家

族
が
国
保
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
世
帯
主
が
納
税
義
務
者

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
度
の
途
中
で
国
保
に

加
入
、
離
脱
す
る
と
き
は
国
保
税

を
月
割
り
で
計
算
し
ま
す
の
で
、

異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
14
日
以

内
に
住
民
課
国
保
班
の
窓
口
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
住
民
税
班

☎

１
１
２
・
１
１
３

保
税
が
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

１ 

　
世
帯
内
の
国
保
加
入
者
が
全

員
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る

場
合

２ 

　
世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
あ

る
場
合

３ 

　
世
帯
主
の
年
金
総
額
が
、
年

額
18
万
円
以
上
で
あ
り
、
か
つ

基
礎
年
金
額
等
の
部
分
に
対
し

て
、
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の

合
計
が
年
金
額
の
半
分
を
超
え

な
い
場
合

　
ま
た
、
所
得
の
少
な
い
世
帯
に

も
軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
税
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●�

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
「
特

別
徴
収
」

　
次
の
条
件
す
べ
て
に
当
て
は
ま

る
場
合
は
世
帯
主
の
年
金
か
ら
国

●
国
保
税
の
軽
減
措
置

　
75
歳
以
上
の
方
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
（
後
期
制
度
）
に
移
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
引
き
続
き
国

保
に
加
入
し
て
い
る
他
の
世
帯
員

の
保
険
税
の
負
担
が
急
に
増
え
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
軽
減
措
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
税
は

加
入
者
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
の
医
療
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
る

大
切
な
目
的
税
で
す
。

　
税
率
は
〈
表
１
〉、
年
間
分
の

算
出
例
は
〈
表
２
〉
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
納
税
通
知
書
は
、
７

月
15
日
㈮
に
発
送
し
ま
す
。

国
保
税
は
、
大
切
な
目
的
税
で
す
…
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

〈表３〉普通徴収の納期

期別 納期限 期別 納期限

第１期 ８月１日 第５期 11月30日

第２期 ８月31日 第６期 12月26日

第３期 ９月30日 第７期 １月31日

第４期 10月31日 第８期 ２月29日

課　税　区　分 課税対象（課税標準） 基礎分税率

所 得 割

所 得 割

資 産 割医療分
（全加入者対象）

介護分
（40～64歳対象）

後期高齢者
支援金等課税分
（全加入者対象）

平成22年中（平成22年１月～12月）の
総所得金額から基礎控除額（33万円）
を差し引いた額（※基準所得金額）

平成23年度の土地・家屋に係る固定資産税額

均 等 割

均 等 割

国保加入者1人当たり

平 等 割

課税限度額

課税限度額

所 得 割

均 等 割

課税限度額

国保加入者1世帯当たり

＊医療分と同じ

＊医療分と同じ

＊医療分と同じ

＊医療分と同じ

5.6％

25.0％

23,000円

31,200円

2.7％

6,400円

120,000円

1.4％

13,000円

90,000円

470,000円

※所得割の計算の基になる基準所得金額には、分離課税の譲渡所得（特別控除後）等
が含まれます。
　また、雑損失の繰越控除および所得税、住民税の所得控除は適用されません。

〈表１〉平成23年度国民健康保険税の税率

〈表２〉平成23年度国保税の算出例

　平成22年中（平成22年１月～12月）の世帯主（42歳）の所得が183万円、祖父
（67歳）が年金所得50万円、平成23年度の固定資産税額が５万円、妻（38歳）
に所得がなく、中学生の子が１人である４人世帯の場合

医療分の計算

後期高齢者支援金分の計算

①　所得割
①　所得割
②　資産割
③　均等割
④　平等割

課税対象（課税標準）
（183万円－ 33万円）
（ 50万円－ 33万円）

5万円
4人

一世帯当たり

税　　率 算出額

税　　率 算出額

税　　率 算出額

％
％
％
円
円

5 . 6
5 . 6
2 5 . 0

2 3 , 0 0 0
3 1 , 2 0 0

8 4 , 0 0 0円
9 , 5 2 0円
1 2 , 5 0 0円
9 2 , 0 0 0円
3 1 , 2 0 0円
229 ,200円

世帯主
祖父

…ア

×
×
×
×

＝
＝
＝
＝
＝
＝（100円未満切捨て）医療分の年間国保税 ①＋②＋③＋④

①　所得割
①　所得割
②　均等割

（183万円－ 33万円）
（ 50万円－ 33万円）

4人

％
％
円

2 . 7
2 . 7

6 , 4 0 0

4 0 , 5 0 0円
4 , 5 9 0円
2 5 , 6 0 0円
70 ,600円

世帯主
祖父

…イ

×
×
×

＝
＝
＝
＝（100円未満切捨て）後期高齢者支援金分の年間国保税 ①＋②

介護分の計算

年間国保税

①　所得割
②　均等割

課税対象（課税標準）
（183万円－ 33万円）

1人
％
円

1 . 4
1 3 , 0 0 0

2 1 , 0 0 0円
1 3 , 0 0 0円
34 ,000円

世帯主

…ウ

×
×

＝
＝
＝（100円未満切捨て）介護分の年間国保税　①＋②

ア ＋ イ ＋ ウ ＝ 3 3 3 , 8 0 0円

課税対象（課税標準）

（40歳から64歳までの方のみ）
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新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月

末
日
ま
で
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送

付
し
ま
す
。届
き
ま
し
た
ら
氏
名
、

生
年
月
日
な
ど
の
記
載
内
容
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
古
い

被
保
険
者
証
は
各
自
で
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

　
７
月
末
日
ま
で
に
「
保
険
証
更

新
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
国
保
税
に
未
納
が
あ
る
方

は
税
務
課
で
ご
相
談
の
う
え
保
険

証
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
な

お
、
完
納
し
な
い
場
合
は
有
効
期

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
８
月
１
日
切
り
替
え
で
す

間
の
短
い
保
険
証
に
な
り
ま
す
。

　
ひ
と
月
の
医
療
費
が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
後
日
「
高
額
医
療
費
」
と

し
て
還
付
さ
れ
ま
す
が
、
精
算
前

に
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医

療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

医
療
機
関
へ
支
払
う
自
己
負
担
額

が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
入
院
し
た
場
合
や
予
定
の
方
は
、

住
民
課
国
保
班
の
窓
口
で
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険
税

を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
自
己
負
担
限
度
額
は
、
前
年
の

所
得
に
応
じ
て
〈
表
１
〉
の
と
お

り
３
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
被
保
険
者
証
と
合
わ
せ

て
郵
送
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
と
医
療
費
の
抑
制
を
目
的

と
し
て
、
助
成
対
象
医
療
機
関
で

検
査
す
る
場
合
に
は
、
検
査
費
用

の
６
割
を
助
成
し
ま
す
。

　
助
成
を
希
望
す
る
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
申
請
が
必
要
で
す
。
な

お
、
こ
の
助
成
制
度
を
利
用
す
る

方
は
、
町
国
保
が
実
施
す
る
特
定

健
康
診
査
を
受
診
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

��

助
成
対
象
医
療
機
関

○
成
田
赤
十
字
病
院

○
佐
倉
厚
生
園

○
八
街
総
合
病
院

○
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院

　
詳
し
く
は
住
民
課
国
保
班
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
国

保
班
☎

１
２
３
・
１
２
４

広告

アフラック（アメリカンファミリー生命保険）の
お問い合わせ、申し込みは

酒々井町中央台 3－3－1  ハイツ 7棟－302
電話：043－496－7190
携帯：090－3508－8637

募集代理店　 森　常男

サマージャンボ宝くじ

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます

（２０１１年市町村振興宝くじ）

賞金は１等・前後賞合わせて３億円
２０００万サマーも同時発売

発売期間  ７月11日㈪～７月29日㈮

　会社等をやむを得ず離職した方に対して、国

保税を軽減します。

軽減内容　国保税の計算の基礎となる前年の給

与所得を30パーセントと見なして計算します。

対象者　平成21年３月31日以降に会社等をやむ

を得ず離職した65歳未満の方で、ハローワーク

から交付される「雇用保険受給資格者証」の離

職理由欄のコードが、次の番号の方

11、12、21，22，23，31，32，33，34

軽減期間　平成22年度分の国保税から最長で２

年度にわたり適用されます。

届出方法　「雇用保険受給者証」と国民健康保

険証を持参し、届け出てください。

届出・問い合わせ　住民課国保班☎ １２３ま

たは税務課住民税班☎ １１３

倒産・解雇などで失業した
方の国保税を軽減します

〈表１〉70歳未満の方の医療費の自己負担限度額（１か月あたり）

対　象　者 自己負担限度額（月額）

上位所得者 1 5 0 , 0 0 0 円＋（医療費－ 5 0 0 , 0 0 0 円）×１％

一　　　 般 8 0 , 1 0 0 円＋（医療費－ 2 6 7 , 0 0 0 円）×１％

低 所 得 者 3 5 , 4 0 0 円

国
保
税
に
未
納
が
あ
る
と

70
歳
未
満
の
方
が
入
院
し
た

場
合
の
自
己
負
担
額
が
軽
減

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の

６
割
を
助
成
し
ま
す
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ご
み
の
不
法
投
棄
は
法
律
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
人

通
り
の
少
な
い
と
こ
ろ
や
山
林
に

面
し
た
場
所
な
ど
に
家
具
や
家
電

製
品
、
事
業
活
動
に
よ
る
建
設
廃

材
等
の
不
法
投
棄
の
被
害
が
町
に

た
び
た
び
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
の
撤
去

は
、
地
主
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

　
高
齢
者
の
方
や
一
人
暮
ら
し
の

方
な
ど
の
ご
要
望
に
応
え
、
６
月

か
ら
町
指
定
ご
み
袋
（
も
や
せ
る

ご
み
用
）
は
、
従
来
の
30
リ
ッ
ト

ル
に
加
え
、
15
リ
ッ
ト
ル
を
追
加

し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課

☎

３
４
２

　
酒
々
井
南
部
地
区
に
お
け
る
都

市
計
画
（
地
区
計
画
）
を
、
６
月

３
日
付
け
で
変
更
し
ま
し
た
。

　
変
更
内
容
は
、
ま
ち
づ
く
り
課

（
役
場
東
庁
舎
）
の
窓
口
で
縦
覧

で
き
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課
計

画
整
備
班
☎

１
５
４

ま
せ
ん
。
不
法
投
棄
を
防
止
す
る

た
め
柵
や
看
板
等
の
設
置
な
ど
不

法
投
棄
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
不
法
投
棄
を
発
見
し

た
場
合
は
、
ご
み
の
撤
去
を
指
導

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
不
法

投
棄
監
視
員
が
、
廃
棄
物
や
残
土

の
不
法
投
棄
防
止
の
た
め
毎
月
１

回
の
町
内
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
、
散

乱
ご
み
の
撤
去
を
は
じ
め
と
し
て

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
な
く
し
、
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課

☎
　
３
４
１

　
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
水

稲
の
病
害
虫
防
除
を
町
内
の
水
田

全
域
に
わ
た
り
実
施
し
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
20
日
㈬

４
時
30
分
～
９
時
ご
ろ
（
雨
天
・

霧
・
強
風
の
場
合
は
時
間
の
延
長

ま
た
は
延
期
と
な
り
ま
す
）

散
布
地
域
　
町
内
全
域
の
散
布
希

望
水
田

注
　
意
　
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は

有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
比
べ
薬
剤

の
飛
散
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

散
布
中
や
散
布
後
１
週
間
は
水

田
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・ 

薬
剤
が
体
に
か
か
っ
た
場
合
は
、

水
で
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

付
近
の
井
戸
、
池
、
畜
舎
、
鳥

小
屋
に
は
、
覆
い
を
し
て
く
だ

さ
い
。

・ 
水
田
付
近
に
は
自
動
車
等
を
止

め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
も
し
、

薬
剤
が
か
か
っ
た
場
合
は
、
水

洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

散
布
中
は
洗
濯
物
を
外
に
干
す

こ
と
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
時
期
は
、
近
隣
市
町
で
も

農
薬
を
散
布
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
産
業
課
農
政
振
興

班
☎

１
４
２
・
１
４
３

　
印
旛
沼
周
辺
に
は
、
多
く
の
土

地
改
良
施
設
が
あ
り
、
水
辺
の
ほ

と
ん
ど
は
大
変
危
険
な
場
所
で
す
。

次
の
よ
う
な
場
所
に
は
、
近
づ
か

な
い
よ
う
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
小
さ
い
子
ど
も
は
、
ど

の
よ
う
な
場
所
が
危
険
な
の
か
判

断
で
き
ま
せ
ん
。
ご
家
族
の
皆
さ

ん
で
十
分
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
付
近
で
遊
ん
で
い

た
り
、
釣
り
を
し
て
い
た
り
す
る

子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
注
意
を
し

て
く
だ
さ
い
。

①
揚
排
水
路
機
場
の
付
近

②�

用
・
排
水
路
・
吐
き
出
し
水
槽
・

分
水
槽

③
堰せ
き

・
水
門
・
落
差
工

問
い
合
わ
せ
　
印
旛
沼
土
地
改
良

区
☎
（
４
８
４
）
１
１
５
５

氏　　　名 主担当地域

安
あ

　達
だち

　　　肇
はじめ

下台・酒々井

衛
え

　藤
とう

　隆
りゅう

　一
いち

成　城　台

高
たか

　野
の

　一
かず

　男
お

上本佐倉・本佐倉

子
こ

　安
やす

　　　徹
とおる

馬　　　橋

成
なる

　毛
け

　武
たけ

　雄
お

墨

京
きょう

　増
そう

　利
とし

　夫
お

尾　　　上

戸
と

　田
だ

　孝
たか

　之
ゆき

飯　　　積

京
きょう

　増
そう

　　　操
みさお

中　　　川

橋
はし

　本
もと

　　　哲
さとる

上　岩　橋

佐
さ

　藤
とう

　正
まさ

　松
まつ

柏　　　木

伊
い

　藤
とう

　勇
ゆう

　吉
きち

下　岩　橋

山
やま

　本
もと

　泰
やす

　典
のり

伊篠・伊篠新田

多
た

　田
だ

　一
かず

　久
ひさ

東酒々井・ふじき野

矢
や

　崎
ざき

　石
せき

　根
ね

中　央　台

酒々井町不法投棄等監視員名簿
（任期　平成22年4月1日～平成24年3月31日） 不

法
投
棄
の
監
視
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

小さくて

　助かる
わ！

ラジコンヘリコプターで
水稲の病害虫を防除します

「
し
な
い
」
「
さ
せ
な
い
」
「
許
さ
な
い
」

ご
み
袋
の
種
類
が

増
え
ま
し
た
！

水
辺
は
危
険

子
ど
も
を

見
か
け
た
ら

注
意
を
！

酒
々
井
南
部
地
区
の

地
区
計
画
を

　
　
変
更
し
ま
し
た
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採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

試

験

日
　
９
月
18
日
㈰

試
験
会
場
　
佐
倉
中
学
校

職
務
内
容
　
災
害
現
場
活
動
等

受
験
資
格
　
昭
和
58
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
（
学
歴
は
問
い
ま
せ

ん
）

受
付
期
間
　
８
月
１
日
㈪
～
８
月

12
日
㈮
（
郵
送
の
場
合
は
、
８
月

12
日
消
印
有
効
）

※
申
込
書
は
、
消
防
署
、
出
張
所

に
お
い
て
７
月
上
旬
か
ら
配
付
す

る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
佐
倉
市
八
街
市

酒
々
井
町
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課
☎
（
４
８
１
）
０
１
１
９

　
受
付
事
務
が
で
き
る
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数  

２
人

条
　
　
件
　
町
内
在
住
で
18
歳
以

上
の
方
（
高
校
生
不
可
）

勤
務
期
間
　
８
月
１
日
㈪
～

　
　
　
　
　
　
　
１
月
31
日
㈫

勤
務
時
間
　
土
・
日
・
祝
日
の

　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時

賃
　
　
金
　
時
給
８
０
０
円
（
交

通
費
は
規
定
に
よ
り
支
給
）

申
込
方
法
　
７
月
12
日
㈫
ま
で
に

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
酒
々
井

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
酒
々
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
☎
（
４
９
６
）
４
４

６
１
　

　『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行

に
陥
っ
た
少
年
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
運
動
で
す
。

　
町
で
も
７
月
５
日
㈫
、
朝
の
出

勤
時
間
帯
に
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
と
京

成
酒
々
井
駅
で
町
長
、保
護
司
会
、

更
生
保
護
女
性
会
、
民
生
委
員
児

童
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
が

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
や
非
行
に
走
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
更
生
し
て
円
滑
に
社
会
復
帰
で

き
る
よ
う
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
を

ご
理
解
の
う
え
、
犯
罪
の
防
止
と

明
る
い
社
会
づ
く
り
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉

班
☎

１
３
４

　
成
田
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
出
張

相
談
を
行
い
ま
す
。
心
の
悩
み
や

不
安
な
ど
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
７
月
８
日
㈮

　
　
　
　
14
時
～
16
時

定
　
員
　
３
人
（
申
込
先
着
順
）

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

費
　
用
　
無
料

会
　
場
　
役
場
中
央
庁
舎
１
階
会

議
室

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉

課
福
祉
班
☎

１
３
４

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
一
般

会
費
の
納
入
を
７
月
１
日
㈮
か
ら

29
日
㈮
ま
で
、
各
区
自
治
会
長
を

通
じ
て
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
費
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
活
動

を
進
め
る
た
め
の
重
要
な
財
源
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５

　各種届出の受理や周辺の警戒、巡回パ

トロール等を行い、地域の実情に沿った

情報発信や犯罪抑止活動を行います。

日　時　７月６日㈬、13日㈬、20日㈬　

10時～12時、30日㈯　16時～17時

会　場　駅前交流センター（JR酒々井

駅東口広場）

※20日㈬は、しすいの森パークゴルフ

場。30日㈯は、駅前交流フェスティバル

の会場で開設します。

※事情により開設できない場合もありま

す。

問い合わせ  佐倉警察署移動交番係

☎（４８４）０１１０

消
防
職
員

募
集

街
か
ど

心
の
相
談

一
般
会
費

納
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

酒
々
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ

臨
時
職
員
募
集

７
月
は
社
会
を

明
る
く
す
る

運
動
の
強
調

月
間
で
す

７月の移動
交番開設日

営業時間　11時～17時（佃煮販売は9時30分～）　月曜定休　☎ 0476（98）2666
※６月・７月・８月は、11時～15時、17時～19時（うな重のみ）の時間で営業します。

・うな重 1,600円（天然鰻もあります  ※要予約） 
☆各種佃煮もご用意してあります。

宴会料理 2,000円～
20名様まで宴会
予約承ります。

広告



　町無形民俗文化財。鎮守
香取神社の祭礼として、江
戸時代から伝承されてお
り、五穀豊穣、家内安全、 
悪疫退散などの願いをかけ
て演舞されています。
　毎年７月の第３土曜日に
馬橋の香取神社で演舞さ
れています。
日　時　７月16日㈯
　　　　17時ごろ～

　県無形民俗文化財。1734
年に墨村の鎮守六所神社
の社殿を新築し、その遷宮
式に奉納するため、出羽国
羽黒山から師を招いて伝授
をうけたのが始まりと伝え
られています。
　昨年から７月の第３日曜
日に墨の六所神社で演舞さ
れています。
日　時　７月17日㈰
　　　　17時ごろ～ 
問い合わせ　社会教育課
文化財班☎　３２１

　『ちび天』の愛称で親しまれている「酒々井ちびっこ
天国」には、全長380メートルの流水プール、造波プー
ル、ちびっこプールなどの大小4つのプールがあり、子ど
もから大人まで楽しむことができます。
【夏季プール】
開園期間　７月16日㈯～８月31日㈬
開園時間　９時～16時
料　　金　大人1,200円（65歳以上無料）、高校生800
円、小中学生400円、４歳以上200円（３歳以下無料）
問い合わせ　酒々井ちびっこ天国☎（４９６）２６１１

日　時　７月９日㈯　※雨天決行
16時30分～18時30分

会　場　岩橋保育園の園庭
内　容　各種ゲーム、フリーマー
ケット、模擬店（焼きそば、フラン
クフルト、ポップコーンなど）
問い合わせ　岩橋保育園☎（４９６）１６２５

日　時　７月30日㈯　16時～19時
会　場　ＪＲ酒々井駅東口駅前ロータリー
内　容　酒々井太鼓、ロックソーラン、婦人会踊り他
焼きそば、飲み物、綿あめなどを無料提供します。
※アトラクションへの参加、飲食サービスへの出店募集
問い合わせ　駅前交流フェスティバル実行委員会
松下☎（４９６）０１０２、勝間☎（４９６）７００２

 「馬橋の獅子舞」

「墨の獅子舞」

 「馬橋の獅子舞」

「墨の獅子舞」

 「馬橋の獅子舞」

「墨の獅子舞」

岩橋保育園夕涼み会
（保護者会主催）

岩橋保育園夕涼み会
（保護者会主催）

岩橋保育園夕涼み会
（保護者会主催）

第６回駅前交流フェスティバル
～孫と楽しむ夏祭り～

第６回駅前交流フェスティバル
～孫と楽しむ夏祭り～

第６回駅前交流フェスティバル
～孫と楽しむ夏祭り～

内

販売期間　７月１日㈮～15日㈮　10時～15時
販売場所　酒々井ちびっこ天国管理棟１階
販売枚数　１人４枚まで
※住所等が確認できるものをご用意ください。

町民の皆さんに、料金３割引の
お得な前売り券を販売

墨の獅子舞

馬橋の獅子舞

酒々井ちびっこ天国

7月16日㈯オープン！

高崎川

家族みんなで楽しめる伝統の舞を見よう！伝統の舞を見よう！伝統の舞を見よう！

の思い出づくりに出かけてみませんかの思い出づくりに出かけてみませんかの思い出づくりに出かけてみませんか夏夏

14
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シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で

絵
本
作
家
で
も
あ
る
、
こ
ん
の
ひ

と
み
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
ん
の
さ
ん
は
現
在
ま
で
２
０

０
０
か
所
を
超
え
る
出
前
ラ
イ
ブ

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
心
温
ま
る
話
や
歌
を
聴
き
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
７
月
29
日
㈮

　
　
　
　
14
時
～
16
時

会
　
場
　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

文
化
ホ
ー
ル

定
　
員
　
３
５
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
社
会

教
育
班
☎

３
２
４

日
　
時
　
８
月
22
日
㈪
、
８
月
28

日
㈰
　
10
時
～
12
時

１
日
目
　
開
講
式
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
�
ン
運
動
教
室
」
あ
ら
ゆ
る
ス

ポ
ー
ツ
に
必
要
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
�
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
よ
う
。

２
日
目
　「
ダ
ン
ス
教
室
」
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
で
リ
ズ
ム
能
力

を
ア
ッ
プ
さ
せ
よ
う
。

会
　
場
　
順
天
堂
大
学
さ
く
ら

キ
�
ン
パ
ス
内
各
施
設

対
　
象
　
町
内
在
住
在
勤
の
小
学

生
親
子

定
　
員
　
15
組
30
人
（
申
込
先
着

順
）

参
加
費
　
無
料

申
込
期
間
　
７
月
12
日
㈫
～
７
月

15
日
㈮
　
９
時
～
17
時

主
　
催
　
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部
、
酒
々
井
町
・
印
西

市
教
育
委
員
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会

教
育
課
社
会
教
育
班
☎

３
２
２

﹃
ハ
ー
ブ
を
使
�
た
、
型
染
め
し

お
り
作
り
﹄

「
小
さ
な
声
を
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
」

こんのひとみさん

～あなたの手で成人式を～

～あなたの手で盛年式を～

成人式実行委員募集

盛年式実行委員募集
順
天
堂
大
学
の
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
と
一
緒
に

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体

験
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
大

好
き
人
間
に
な
ろ
う
！

夏
休
み
の
課
題
は

図
書
館
事
業
で
！

夏
休
み
工
作
教
室

学
校
人
権
研
修
会
・
図
書
館
講
演
会
・
し
す
い
タ
ウ
ン
カ
レ
ッ
ジ
公
開
講
座
・

人
権
教
育
セ
ミ
ナ
�
合
同
講
演
会

日
　
時
　
８
月
５
日
㈮

第
１
部
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

第
２
部
　
15
時
～
16
時

講
　
師
　
香
工
房
　
主
宰
　
酒
瀬

川
　
芳
子
さ
ん

内
　
容
　
い
ろ
い
ろ
な
ハ
ー
ブ
を

使
い
、 

ハ
ー
ブ
の
型
染
め
の
し
お

り
を
作
り
ま
す
。

対
　
象
　
小
学
１
年
生
～
４
年
生

定
　
員
　
各
25
人（
申
込
先
着
順
）

﹃
ミ
ジ
ン
コ
を
使
�
た
、
生
き
物

学
習
﹄

日
　
時
　
８
月
19
日
㈮

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

講
　
師
　
Ｄ
Ｉ
Ｖscience

代
表

森
上
　
需
さ
ん
（
協
力
東
邦
大
学

理
学
部
東
京
湾
生
態
系
研
究
セ
ン

タ
ー
）

内
　
容
　
講
義
や
ミ
ジ
ン
コ
キ
�

ッ
チ
�
ー
ゲ
ー
ム
、
ミ
ジ
ン
コ
万

華
鏡
を
組
み
立
て
ま
す
。

対
　
象
　
小
学
５
年
生
～
中
学
生

定
　
員
　
25
人
（
申
込
先
着
順
）

︽
共�

通�

事�

項
︾

会
　
場
　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

会
議
室

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
プ
リ
ミ

エ
ー
ル
酒
々
井
の
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
図
書
館

☎
（
４
９
６
）
８
６
８
２

夏
休
み
理
科
教
室

　来年１月に開催する「町成人式」の企画や運

営を行う実行委員を募集します。

　二十歳の思い出を深めるため、お友達を誘っ

て同窓会感覚で参加してみませんか。

実行委員会　会議を数回予定（第１回目の会議

を夏休み期間中の８月に予定しています）

主な役割　当日のアトラクション企画・運営、

意見発表、受付

募集人数　新成人該当者（平成３年４月２日～

平成４年４月１日生まれの方）15人程度

募集期限　７月29日㈮

申し込み・問い合わせ　社会教育課社会教育班

☎ ３２４

　本年度60歳を迎える方々を対象とし、今後の

人生を充実させるための学びへの招待や、個々

の培った力を地域で活かしてみたいという行動

の契機の場として開催される「盛年式」の企画

や運営を行う実行委員を募集します。

実行委員会　会議を数回予定（第1回目の会議

を８月に予定しています）

主な役割　当日の内容の企画・運営

募集人数　４人（昭和26年４月２日～昭和27年

４月１日生まれの方）

募集期限  ７月29日㈮

申し込み・問い合わせ　社会教育課社会教育班

☎ ３２４



「
し
す
い
タ
ウ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

16

　
９
月
か
ら
３
年
制
の
町
民
大
学

「
カ
レ
ッ
ジ
コ
ー
ス
」
を
開
講
し

ま
す
。
地
域
の
仲
間
づ
く
り
や
こ

れ
か
ら
の
生
き
が
い
の
ひ
と
つ
に

カ
レ
ッ
ジ
コ
ー
ス
で
の
学
習
を
加

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
原
則
毎
月
第
１
・
３
木

曜
日
　
10
時
～
15
時
30
分

※
入
学
式
　
９
月
１
日
㈭

定
　
員
　
一
般
30
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
限
　
７
月
31
日
㈰
（
当
日

の
消
印
有
効
）

　
外
国
人
講
師
を
招
き
簡
単
な
料

理
を
し
な
が
ら
英
語
で
日
常
会
話

を
楽
し
み
ま
す
。

日
　
時
　
①
７
月
26
日
㈫
　
②
８

月
２
日
㈫
　
③
８
月
９
日
㈫
　
④

８
月
30
日
㈫
　
⑤
９
月
21
日
㈬
　

10
時
～
13
時
30
分
　

会
　
場
　
中
央
公
民
館
調
理
室

定
　
員
　
一
般
24
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

材
料
費
　
１
回
１
０
０
０
円
程
度

申
込
期
限
　
７
月
15
日
㈮
（
当
日

の
消
印
有
効
）

　
色
彩
豊
か
な
七
宝
焼
で
世
界
に

一
つ
だ
け
の
小
物
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
　
時
　
①
８
月
10
日
㈬
　
②
８

月
31
日
㈬
　
③
９
月
27
日
㈫
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分
　

会
　
場
　
中
央
公
民
館
工
芸
室

定
　
員
　
一
般
20
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

材
料
費
　
１
回
８
０
０
円
程
度

申
込
期
限
　
７
月
22
日
㈮
（
当
日

の
消
印
有
効
）

︽
各
講
座
等
の
申
込
方
法
︾

　
往
復
は
が
き
に
、
宛
先
〒
２
８

５
︲
０
９
２
２
　
中
央
台
４
︲
10

︲
１
　
中
央
公
民
館
「
参
加
を
希

望
す
る
各
講
座
等
の
名
称
」
を
記

載
し
、
裏
面
に
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

　
小
学
生
と
保
護
者
の
方
を
対
象

（
小
学
生
の
み
も
可
）
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

①
手
話
講
座

日
　
時
　
７
月
21
日
㈭

　
　
　
　
10
時
～
12
時

講
　
師
　
手
話
を
学
ぶ
会「
仲
間
」

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）

②
車
椅
子
体
験
講
座

日
　
時
　
７
月
25
日
㈪

　
　
　
　
10
時
～
12
時
　

講
　
師
　
疑
似
体
験
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
　
鶴
岡
　
恵
美
子
さ
ん

定
　
員
　
各
講
座
30
人

参
加
費
　
無
料

会
　
場
　
社
会
福
祉
協
議
会
２
階

会
議
室

申
込
期
限
　
７
月
15
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会

福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６

３
５

　
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
中

高
校
生
を
対
象

に
、
災
害
時
に

役
立
つ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
受
講
生
は
後
日
希
望
の

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
登
録
団

体
の
活
動
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

日
　
時
　
８
月
10
日
㈬

　
　
　
　
10
時
～
12
時
30
分

講
　
師
　
千
葉
県
赤
十
字
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
地
区
リ
ー
ダ
ー
　
岩

内
　
元
男
さ
ん

定
　
員
　
30
人

参
加
費
　
無
料

会
　
場
　
社
会
福
祉
協
議
会
２
階

会
議
室

申
込
期
限
　
７
月
22
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会

福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６

３
５

　
町
内
の
障
害
者
同
士
の
交
流
を

図
る
た
め
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
町
内
在
住
で
障
害
を
お
持
ち
の

方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
30
日
㈯

　
　
　
　
10
時
～
14
時

会
　
場
　
中
央
公
民
館
講
堂

参
加
費
　
無
料

内
　
容
　
町
の
心
身
障
害
者
福
祉

会
の
会
員
や
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

の
皆
さ
ん
が
出
し
物
を
披
露
し
た

り
、
参
加
者
全
員
で
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
楽
し
み
ま
す
。

申
込
期
限
　
７
月
22
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会

福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６

３
５

　子どもたち、大学生、地域の方々が力を合わ

せてつくり上げるこの祭りに、「出演していただ

ける団体」「模擬店の売り子をしていただける

方」を募集します。（希望者多数の場合は抽選）

申込期限　７月22日㈮

開催日時　８月６日㈯　15時～19時　

※雨天の場合は翌日に順延します。

会　場　中央台公園

申し込み・問い合わせ　Ｂ―Ｎet子どもセンター

☎（４９６）６３５３、 （４９６）６３２７

Eメール　b-netkodomo@center.email.ne.jp

http://www.b-net.or.jp

第5回B-Net
子ども夏祭り

～子どもたちとつくる熱い夏～ 町
民
大
学

『
カ
レ
ッ
ジ
コ
ー
ス
』

『Let

，s!

英
語
でC

ooking

』

『
〜
七
色
の
魅
力
〜

七
宝
焼
講
座
』

夏
休
み
！

親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

中
学
生
・
高
校
生
あ
つ
ま
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

﹃
ひ
な
げ
し
の
会
﹄
の

ご
案
内



【
発
表
会
】

日
　
時
　
７
月
16
日
㈯
　

　
　
　
　
13
時
～
16
時
30
分

会
　
場
　
佐
倉
市
立
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル

講
　
演
　「
馬
場
遺
跡
第
５
地
点

２
４
１
号
土
坑
か
ら
見
た
縄
文
時

代
の
動
物
相
」

講
　
師
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

教
授
　
西
本
　
豊
弘
先
生

発
　
表
　
印
西
市
馬
場
遺
跡
第
５

地
点
（
縄
文
時
代
）、
佐
倉
市
大

佐
倉
花
輪
台
遺
跡
・
大
佐
倉
花
輪

台
３
号
墳
（
古
墳
時
代
）、
成
田
市

大
菅
向
台
遺
跡
第
２
地
点
（
中
世
）

【
企
画
展
】　

会
　
場
　
㈶
印
旛
郡
市
文
化
財
セ

ン
タ
ー
考
古
資
料
展
示
室

日
　
時
　
７
月
９
日
㈯
～
８
月
14

日
㈰
　
平
日
　
９
時
～
16
時
30

分
、
休
日
　
９
時
30
分
～
16
時
、

発
表
会
当
日
の
７
月
16
日
㈯
は
、

９
時
～
17
時

入
場
料
　
い
ず
れ
も
無
料

問
い
合
わ
せ
　
㈶
印
旛
郡
市
文
化

財
セ
ン
タ
ー
☎
（
４
８
４
）
０
１

２
６

期
　
日
　
８
月
７
日
㈰
　

雨
天
の
場
合
は
28
日
㈰
に
延
期

会
　
場
　
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト

集
合
時
間
　
中
学
生
８
時
、
一
般

11
時

競
技
種
目
　
中
学
生
男
子
・
女
子
、

一
般
男
子
・
女
子

参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

参
加
費
　
中
学
生
…
無
料
・
一
般

…
５
０
０
円
（
保
険
代
等
）
当
日

集
金
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
町
体

育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
専
門
部
　

小
熊
☎
（
４
９
６
）
２
７
６
１

日
　
時
　
７
月
27
日
㈬
、
8
月
３

日
㈬
、
10
日
㈬
、
17
日
㈬
、
24
日

㈬
　
10
時
～
11
時
30
分

会
　
場
　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー（
富
里
市
御
料
７
０
９
‐
１
）

日　程　７月28日㈭

第１便（２艘）　９時～10時

第２便（２艘）　10時30分～11時30分

第３便（２艘）　12時30分～13時30分

第４便（２艘）　14時～15時

※悪天候の場合は８月４日㈭に延期

集合場所　佐倉ふるさと広場

出航30分前より受付開始

定　員　各回40人（応募多数の場合は抽選）

参加費　100円（保険料として）

共　催　㈶印旛沼環境基金、印旛沼水質

保全協議会

申込方法　往復はがき〔１枚につき５人

（幼児含む）まで〕に乗船希望者全員の

住所・氏名・年齢・連絡先電話番号・希望

乗船時間を第２希望まで明記して郵送。

申込期限　７月11日㈪必着

申し込み・問い合わせ　〒２８５－８５３３

佐倉市宮小路町１２　㈶印旛沼環境基金

☎（４８５）０３９７

屋形船による印旛沼観察会

内
　
容
　
犬
・
ね
こ
の
正
し
い
飼

い
方
、
接
し
方
お
よ
び
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学
等

対
　
象
　
小
学
４
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
の
方

（
送
迎
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
小

学
生
の
み
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

定
　
員
　
毎
回
５
組

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
千
葉

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
７

６
（
９
３
）
５
７
１
１

日
　
時
　
７
月
９
日
㈯
　

12
時
開
場
　
13
時
開
演

会
　
場
　
成
田
市
保
健
福
祉
館
多

目
的
ホ
ー
ル

内
　
容
　
横
笛
と
民
族
打
楽
器
奏

者
「
香
音
天
」
に
よ
る
癒
し
の
コ

ン
サ
ー
ト
等

入
場
料
　
無
料
　

※
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
千

葉
県
旭
市
に
対
し
て
義
援
金
を
送

る
た
め
受
付
に
募
金
箱
を
設
置
し

ま
す
。
当
日
集
ま
っ
た
募
金
は
全

額
旭
市
に
送
金
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
成
田
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
７
６（
３
５
）

７
７
７
１

町
民
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会

文
化
財
セ
ン
タ
ー

第
15
回
遺
跡
発
表
会
と
企
画
展

「
最
新
出
土
考
古
資
料
展
」

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

親
子
体
験
教
室

障
害
者
地
域
移
行
促
進
強
化
事
業

千
葉
県
旭
市
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト

チャリティーコンサート義援金の報告
　去る 4月 23 日にプリミエール酒々井で開催し

ました松本久美子ソプラノリサイタルでは、皆様

のご厚意によりまして、3 6 2 , 4 5 1 円の義援金が

集まりました。

　過日、全額を日本赤十字社に送金いたしました。

　当日ご来場の皆様に心より御礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　松本久美子
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　給食センターは、成長期にある子どもたちに栄養バランスがとれた給食を提供することで
子どもたちの心身の成長を支え、食の大切さを伝える役割を担っています。
　そこで今回は、夏休みに子どもと一緒に作ることができる「簡単・おいしい・栄養満点」
メニューを紹介します。暑い夏こそしっかり食べて元気に過ごしましょう。

問い合わせ　学校給食センター

☎（４９６）１１５１

★ 枝豆とコーンの炊き込みご飯 ★（材料４人分） ★ 枝豆入りポテトサラダ★（材料４人分）

★ フルーツのヨーグルトあえ★（材料４人分）

　枝豆とコーンで色鮮やかに仕上がる一品です。ホタテ
の缶詰の汁を使うことにより風味豊かに仕上がります。
　枝豆にはタンパク質、ビタミンＢ 1、ビタミンＢ 2、
カルシウム、食物繊維、鉄分等の体が喜ぶ栄養素が豊
富に含まれており、夏バテ予防の
効果が期待できます。

　子どもに人気のポテトサラダを色鮮やかに仕上げま
した。炊き込みご飯の炊飯時間を使って作れます。

ヨーグルトには子どもの成長に欠かせないカルシウム
が豊富に含まれています。積極的に食べましょう。

米 2合（300ｇ）、さや付きの枝豆（200ｇ）、コーンの缶

詰（50ｇ）、ホタテの缶詰（70ｇ）、ごま油小さじ2分の

1（2ｇ）、しその葉（お好みで）

　　　酒大さじ1（15ｇ）、コンソメ小さじ2分の1

　　　（2ｇ）、こしょう（少 ）々、しょうゆ小さじ2

　　　（12ｇ）、オイスターソース小さじ2（12ｇ）

じゃがいも1個（120ｇ）、さや付きの枝豆

（40ｇ）、きゅうり2分の1本（40ｇ）、に

んじん 6 分の1本（20ｇ）、コーンの缶詰（20ｇ）、塩・こしょ

う（少 ）々、マヨネーズ大さじ 3と3分の1（47ｇ）

①�じゃがいもの皮をむき4等分に切り、水にさらしておく。

にんじんは皮をむき、いちょう切りにしておく。

②�鍋に水、じゃがいもを入れ、ふたをして中火にかける。

10 分ほどしたらにんじんを加え5 分ほどゆでる。竹ぐ

しを刺してすっと通ればゆで上がり。

③じゃがいもを容器に移し、熱いうちにつぶしておく。

④�きゅうりを小口切りにし、軽く塩をして水気を絞ってお

く。枝豆はゆでて豆をさやから出しておく。

⑤つぶしたじゃがいもに枝豆、にんじん、きゅ

　うり、コーン、マヨネーズを加えてあえる。

⑥塩、こしょうで味をととのえ完成。

みかんの缶詰（50ｇ）、パインの缶詰（50ｇ）、黄桃の缶詰（50

ｇ）バナナ2本（250ｇ）、プレーンヨーグルト（200ｇ）

材料を食べやすい大きさに切り、混ぜれば完成。

①�鍋に水を入れ強火で沸騰させる。水が沸騰したらさや

付きの枝豆を入れ 3分～ 5 分程度ゆでる。

②�枝豆がゆで上がったら流水にくぐらせ荒熱がとれたら

さやから豆を出しておく。

③�米をとぎＡの調味料とホタテの缶詰

　を汁ごと炊飯器に入れる。

④炊飯器に水を2合の線まで入れ、

　ご飯を炊く。

⑤�ご飯が炊けたら汁を切ったコ

　�ーン、枝豆、ごま油を加えさっ

くりと混ぜ合わせる。お好み

できざんだしその葉を加えれ

ば完成。�
作

作

作

材

材

材

り

り

り

料

料

料

方

方

方

給食センターから こんにちは
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真
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
陽
気

と
な
っ
た
５
月
22
日
、『
第
23
回

町
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
』
が
中

央
台
公
園
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
40
組
１
３
６
人
の
参
加
者
は
、

優
勝
を
目
指
し
て
元
気
よ
く
ス

タ
ー
ト
。
約
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

コ
ー
ス
途
中
に
設
置
さ
れ
た
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
や
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
で
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
や

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ

れ
、
高
得
点
を
獲
得
し
た
参
加
者

か
ら
は
「
や
っ
た
ー
」
と
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

♦ 

俳
　
句

♦ 

短
　
歌

風
に
乗
る
ボ
ー
ル
追
ふ
声
子
供
の
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村
　
良
靖

門
前
の
久
の
賑
は
ひ
風
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
　
悦
子

談
笑
を
交
は
し
茶
の
間
に
新
茶
く
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
陽
子

み
ち
の
く
の
春
呑
み
こ
み
て
地な

ゐ震
津
波
　
　
　
　
　
　
　
　
樺
山
す
け
あ
き

里
の
道
辿
れ
ば
や
さ
し
山
桜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
正
子

柿
若
葉
誰
も
が
夢
の
二
つ
三
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
遊
琴

薪
能
白
丁
闇
へ
矢
を
放
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
　
静
枝

嬰み
ど
り
ご児

の
声
あ
ぐ
空
を
鯉
泳
ぐ
　
　�

　
　
　
　
　
　��

　
　
　
正
井
　
和
子

雨
受
け
し
あ
じ
さ
い
の
葉
つ
や
や
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
　
　
裕
子

風
呑
み
て
鯉
翩へ
ん
ぽ
ん翻
と
ひ
る
が
え
る
子
等
も
大
人
も
空
を
見
上
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

赤
の
べ
べ
に
着
替
へ
て
嬉
し
ち
び
金
魚
今
年
生
ま
れ
の
ヒ
ー
、
フ
ー
、
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
康
子

わ
が
腕
に
眠
れ
る
猫
の
い
と
お
し
く
幼
き
頃
の
子
等
の
感
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
教
子

大
丈
夫
と
私
の
手
を
取
り
大
丈
夫
ホ
ー
ム
で
手
を
ふ
る
友
が
遠
の
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
昭
子

用
済
み
て
帰
る
夕
べ
の
道
の
辺
に
鴉
か
ら
す

の
声
を
聞
く
は
寂
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
か
ね

　
社
会
福
祉
法
人
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

（
金
銭
）

・
酒
々
井
町
民
謡
・
舞
踊
・
演
歌
同

　
好
会
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
円

・
木
村
屋
根
工
事
店
　
　
　
１
万
円

・
レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
酒
々
井
　
５
千
円

・
長
町
の
清
水
　
お
さ
い
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
６
３
９
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
円

　
ま
た
、
当
日
は
『
ち
ば
テ
レ
ビ

街
角
ク
イ
ズ
』の
撮
影
も
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
れ
て
緊
張
し
た
」「
ゲ
ー
ム
や

ク
イ
ズ
が
あ
っ
て
楽
し
く
歩
く
こ

と
が
で
き
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

楽
し
く
街
を

  
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

H23.  7.  1 19

（家族から一言）「面！」ではなく「おー！」
と右手を上げる姿は兄の真似。２人とも
元気一杯健やかに育ってね。

下条　瑠英くん（左）（上本佐倉）
　　　　＜平成15年9月29日生まれ＞

         拓知くん（右）
　　　　＜平成22年1月 2 日生まれ＞
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しもじょう る  い

めん

ひ ら と

あ
り
が
と
う

真剣な表情でボールの行方を見守る参加者

　『
春
季
町
民
卓
球
大
会
』
が
５

月
８
日
、
酒
々
井
小
学
校
体
育
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
部
か
ら
一
般
男
女
の

部
ま
で
合
計
29
人
の
参
加
が
あ

り
、
各
部
門
と
も
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
入
賞
し
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
　
　
　
　（
敬
称
略
）

一
般
男
子

優
　
勝
　
鐏

い
し
づ
き　

　
涼り

ょ
う
た太

準
優
勝
　
鶴つ

る
ぞ
の園

　
光み

つ
ろ
う朗

第
３
位
　
高た

か
が
い階

　
知と

も
あ
き章

一
般
女
子

優
　
勝
　
石い

し

の埜
　
京き

ょ
う
こ子

準
優
勝
　
石い
し
お
か岡

　
沙さ

き貴

第
３
位
　
伊い

と

う藤
　
真ま

す

み純

中
学
生
女
子

優
　
勝
　
西に

し

お尾
　
麻ま

い衣

準
優
勝
　
大お

お
さ
わ澤
友ゆ

り

え

里
恵

第
３
位
　
岩い

わ
さ
き崎
紗さ

り

な

里
奈

小
学
生
の
部

優
　
勝
　
山や

ま
も
と本

　
　
咲さ

き

準
優
勝
　
永な

が

た田
　
瑠る

な奈

第
３
位
　
佐さ

さ

き

々
木
　
唯ゆ

い

混
合
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
鐏

い
し
づ
き　
・
北き

た
じ
ま島

準
優
勝
　
西に

し

お尾
・
岩い

わ
さ
き崎

第
３
位
　
高た

か
が
い階
・
大だ

い
も
ん門

春
季
町
民
卓
球

大
会
結
果



　
10
月
に
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

昨
年
受
診
し
て
い
な
い
方
お
よ
び
初
め
て
受

診
す
る
方
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

　
受
診
希
望
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
結
核
検
診
（
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）

●
肺
が
ん
検
診
（
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）

●
胃
が
ん
検
診
（
胃
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）

●
大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
検
査
）

対
　
象
　
結
核
検
診
…
65
歳
以
上
（
昭
和
21

年
12
月
31
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方

肺
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検

診
…
40
歳
以
上
（
昭
和
46
年
12
月
31
日
以
前

生
ま
れ
）
の
方

申
し
込
み
が
必
要
な
方
　
町
の
検
診
を
初
め

て
受
け
る
方
お
よ
び
昨
年
町
の
検
診
を
受
け

て
い
な
い
方

申
込
期
限
　
８
月
19
日
㈮

申
込
方
法
　
必
要
事
項
（
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
申
し
込
み
検

診
名
）
を
記
入
し
、
次
の
方
法
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

①
電
話
　
②
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
　
③
Ｅ
メ

ー
ル
　
④
は
が
き
（
８
月
19
日
㈮
必
着
）
⑤

フ
ァ
ッ
ク
ス

検
診
費
用

結
核
検
診
、
肺
が
ん
検
診
　
　
　
　
　
無
料

胃
が
ん
検
診
　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
０
円

大
腸
が
ん
検
診
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

※
検
診
当
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
方

①�

75
歳
以
上
（
昭
和
11
年
12
月
31
日
以
前
生

ま
れ
）
の
方
　
※
手
続
き
は
不
要
で
す
。

②�

生
活
保
護
世
帯
の
方
　
※
検
診
日
に
生
活

保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

③�

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
　
９
月
22
日
㈭

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
印
鑑
を
持
参

し
、
免
除
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
免
除
申
請
は
期
限
を
過
ぎ
る
と
申
請

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

◎
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎�
申
し
込
み
を
し
た
方
お
よ
び
昨
年
受
診
し

た
方
に
は
、
９
月
中
旬
に
受
診
票
を
送
付

し
ま
す
。

◎�

混
雑
を
避
け
る
た
め
通
知
さ
れ
た
指
定
日

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

胃
が
ん
検
診
の
受
診
日
を
変
更
す
る
場
合

は
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
２
８
５
‐
８
５
１
０
　
中
央
台
４
‐
10
‐
１

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

（
４
９
６
）
８
４
５
３

Ｅ
メ
ー
ル
　kenkou@

tow
n.shisui.chiba.jp

　
こ
れ
か
ら
暑
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

熱
中
症
は
気
温
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
日
で

も
湿
度
が
高
い
日
や
風
が
弱
い
日
、
体
が
暑

さ
に
慣
れ
て
い
な
い
と
き
な
ど
は
注
意
が
必

要
で
す
。

　
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
、
暑
い
夏
を
快

適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
を
予
防
す
る
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

① 

暑
さ
を
避
け
る
　
日
陰
を
選
ぶ
、
日
傘
や

帽
子
を
使
う
、
打
ち
水
を
す
る
、
す
だ
れ

や
カ
ー
テ
ン
で
直
射
日
光
を
防
ぐ
、
風
通

し
を
よ
く
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

② 

服
装
を
工
夫
す
る
　
通
気
性
が
よ
く
、
吸

水
性
の
優
れ
た
服
装
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

太
陽
光
の
下
で
は
輻ふ
く
し
ゃ射
熱
（
地
面
か
ら
の

照
り
返
し
の
熱
な
ど
）
を
吸
収
し
て
熱
く

な
る
黒
色
系
の
素
材
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

③ 

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
　
体
温
を
下

げ
る
た
め
に
は
汗
を
し
っ
か
り
か
く
こ
と

が
と
て
も
重
要
で
す
。
暑
い
日
に
は
知
ら

ず
知
ら
ず
の
間
に
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
お
茶
な
ど
で
こ
ま

め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意
す
る
　
人
間
が

上
手
に
発
汗
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
暑

さ
へ
の
慣
れ
が
必
要
で
す
。
屋
外
で
過
ご

し
た
り
、
久
し
ぶ
り
に
暑
い
環
境
で
活
動

し
た
と
き
は
熱
中
症
に
な
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
暑
さ
に
は
徐
々
に
慣
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⑤ 

暑
さ
に
備
え
た
体
作
り
を
す
る
　
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
で
汗
を
か
く
習
慣
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
夏
の
暑
さ
に
も
負
け

な
い
体
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑥ 
個
人
の
条
件
を
考
慮
す
る
　
熱
中
症
は
そ

の
日
の
体
調
が
影
響
し
ま
す
。
体
調
が
悪

い
方
や
過
去
に
熱
中
症
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
方
、
肥
満
傾
向
の
方
、
高
齢
者
、
幼

児
な
ど
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
厚
生
労
働
省

よ
り
平
成
17
年
５
月
に
接
種
の
積
極
的
な
勧

奨
を
差
し
控
え
る
よ
う
勧
告
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
１
期
分
は
積
極
的
勧
奨
を
再
開
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
予
防
接
種
の
機
会
を
逃

し
た
方
も
〈
表
１
〉
の
と
お
り
新
し
い
ワ
ク

チ
ン（
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
）

で
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
平
成
７
年
６
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

※
20
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
が
接
種
期

限
で
す
。

費
用
　
無
料

接
種
方
法

①�

保
健
セ
ン
タ
ー
に
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

し
予
診
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②�

希
望
す
る
医
療
機
関
に
電
話
等
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

③�

予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳
を
医
療
機
関
に

持
参
し
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー�

「
検
診
の
種
類
」

20

〈表１〉

が
ん
検
診
の
受
け
付
け
開
始

熱
中
症
を
予
防

　  

し
ま
し
ょ
う

日
本
脳
炎

　  

予
防
接
種

申
し
込
み
は
8
月
19
日
ま
で

区分
接種回数

および間隔

１
期

初
回
6日～28日の間隔を
おいて2回接種

追
加
初回の２回目からおお
むね１年後に1回接種

２期
1回

（９歳以上）



※受診の際は、保険証をお持ちください。

◎印旛市郡小児初期急病診療所
　（0〜15歳まで）
日時

場所　佐倉市江原台2-27
　　   （佐倉市健康管理センター内）
　　　☎（485）3355
◎成田市急病診療所
場所　成田市赤坂1-3-1
　　   （成田市保健福祉館内）
　　　☎0476（27）1116
※来診希望の方は、まずお電話ください。

こども急病電話相談
毎日夜間　19時～ 22時
電話　＃8000
　　　（ダイヤル電話からは☎（242）9939）

診療科目および日時

会場：保健センター

保健センター　☎（496）0090
問い合わせ

診 療 科 目 診　療　時　間 診　　療　　日

内 科 ・
小 児 科

10時～17時 日曜・祝日

19時～23時 毎　　　日

外 科 10時～17時
日曜・祝日

歯 科 10時～17時

予防接種

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・百日せき

ジフテリア破傷風混合・日本脳炎
委託医療機関で

実施中

日 内　　　容 時　間

4日㈪
乳
児
相
談

10か月児Ｈ22.8月生 9時30分～11時

4か月児Ｈ23.2月生 13時30分～14時30分

7日㈭
20日㈬
28日㈭

ゆりかごルーム 9時30分～12時

21日㈭ ポリオ 受付時間  13時～14時

27日㈬
3歳児健康診査

H19.12月生・H20年１月生
受付時間

12時45分～13時15分

毎週月曜日 健康相談 9時30分～11時

　
安
心
し
て
出
産
・
育
児
を
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
友
達
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容
　〈
表
２
〉
の
と
お
り

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・
母

子
健
康
手
帳
副
読
本

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法
　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
は
各
講
座

の
前
々
日
ま
で
に
、
マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス
は
７

月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
保
健
セ

ン
タ
ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
１
回
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　月〜土曜日 　19時～翌日６時

　日曜日・祝日 　９時～ 17時、
　19時～翌日６時

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
予
防
医
学
普
及
を
目
的

に
、
栗
山
中
央
病
院
、
印
旛
市
郡
医
師
会
の

共
催
で
生
涯
学
習
講
座
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
10
日
㈰
　
13
時
～
16
時

会
　
場
　
四
街
道
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
（
四
街
道
市
大
日
３
９
６
）

内
　
容
　

①�

「
前
立
腺
肥
大
症
に
つ
い
て
」　
栗
山
中
央

病
院
総
長
　
中
田
　
瑛
浩
医
師

②�

「
肥
満
症
治
療
に
つ
い
て
」
東
邦
大
学
医

療
セ
ン
タ
ー
佐
倉
病
院
　
血
管
機
能
学
教

授
　
白
井
　
厚
治
医
師

定
　
員
　
５
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
栗
山
中
央
病
院
　
地
域
医
療

連
携
室
　
牧
内
☎
（
４
２
１
）
０
０
０
７

試
験
日
　
８
月
９
日
㈫

会
　
場
　
敬
愛
大
学
稲
毛
キ
ャ
ン
パ
ス

願
書
配
布
場
所
　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
印
旛
保
健
所
）　
※
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
方
法
　
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

７
月
７
日
㈭
ま
た
は
８
日
㈮
に
千
葉
県
教
育

会
館
３
０
４
会
議
室
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
書
留
郵
便
と
し
、

表
に
「
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
願
書
在
中
」

と
朱
書
き
し
て
７
月
１
日
㈮
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
県
健
康
福
祉
部

薬
務
課
薬
事
審
査
指
導
室
　
〒
２
６
０
‐

８
６
６
７
　
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
‐
１

☎
（
２
２
３
）
２
６
１
８
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マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

栗
山
中
央
病
院
生
涯
学
習
講
座

〈表２〉

日　　時 内　　　　容

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

７月５日㈫
13時30分～15時30分

妊娠中の栄養
離乳食について

7月12日㈫
13時30分～16時

妊娠後期の過ごし方
分娩のしくみ

7月19日㈫
13時30分～16時

赤ちゃんの保育・先輩ママとの交流
妊娠中の歯の健康

＜ママパパクラス＞
７月23日㈯
12時30分～15時30分

パパの妊婦体験
もく浴、調乳実習
２人で行う妊婦体操、家族計画



納付期限
　 　8月1日㈪まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
固 定 資 産 税
国民健康保険税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第 2 期
第 １ 期
第 １ 期
第 １ 期

7月の

講習№20　チャイルドヘルパー養成
日時　８月１日㈪～９月20日㈫（11日
間）　９時30分～ 16時30分
会場　成田市勤労会館（成田市不動ヶ
岡1113）
講習№６　介護員養成（2級課程）
日時　８月１日㈪～ 10月７日㈮（16
日間）　９時～ 16時
会場　佐倉市シルバー人材センター

（佐倉市鏑木町198）
定員　各講習20人
対象　ハローワークで求職登録済みの
原則として55 ～ 65歳の方
申込期限　７月14日㈭
申し込み・問い合わせ　往復はがきに
下記宛先と講習No・講習名・住所・
氏名・年齢・電話番号・求職番号・返
信はがきに宛先を明記して、期限まで
にお申し込みください。
〒260-0013 千葉市中央区中央3-9-16
㈳千葉県シルバー人材センター連合会
☎（２２７）５１１２

　

練習日時　 毎週月・水・土・日・祝日
　　　　　10時～ 16時
会場　総合公園テニスクレーコート
対象　中学生以上の男女（初心者可）
※部活動の部員は除く。
会費　入会金2,000円（中・高校生は
1,000円）、月会費一般500円、中・高
校生250円、一家族750円
申込方法　直接会場で
お申し込みください。
【体験入部】
日時　７月の月・水・土　※雨天中止
　　　10時～ 12時　
会場　総合公園テニスクレーコート
その他　ラケットのない方は、事前に
ご連絡ください。
問い合わせ　
八巻☎０９０（４４２４）０８９８
小熊☎０８０（６５８０）３４４９

　
　一緒にフラダンスを
踊りませんか。初心者
歓迎します。
日時　第1・2・3・4
水曜日　19時～ 21時
会場　中央公民館
会費　入会金1,000円、月会費4,000円
問い合わせ　足立☎（４９６）２６６４

　カントリーやポピューラ音楽のリズ
ムにあわせてコーラーと呼ばれる人の
指示で男女４カップル（８人）が四角
形を作って踊ります。まずは無料体験
をしてみてください。
日時　７月６日㈬、13日㈬
　　　14時45分～ 15時45分
会場　中央公民館会議室
履物　運動靴またはかかとの低い靴
問い合わせ　澤井☎（４９６）２２５２
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酒々井ソフトテニス部部員募集

「フラ・プアレイ　オナオナ」会員募集働きたい高齢者のための無料講習会 仲間になりませんか

相
　
談
　
名

日
　
時
・
会
　
場

予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
な
ど

心
配
ご
と
相
談

7
・
21
日
㈭
　
13
時
～
16
時

社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

法

律

相

談

14
・
28
日
㈭
　
13
時
～
16
時

社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５

※
電
話
予
約
制
で
す
。
事
前
に
申
し
込
み
を
。

（
先
着
順
１
日
６
件
ま
で
）

人

権

相

談

12
日
㈫
　
13
時
～
16
時

役
場
西
庁
舎
２
階
会
議
室

人
権
推
進
課
人
権
啓
発
班
☎

３
３
２

身
体
障
害
者
相
談

月
～
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

９
時
～
17
時

健
康
福
祉
課
福
祉
班
☎

１
３
５

相
談
員
・
鈴
木
秀
子
さ
ん
、
長
野
み
ち
子
さ
ん

知
的
障
害
者
相
談

月
～
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

９
時
～
17
時

健
康
福
祉
課
福
祉
班
☎

１
３
５

相
談
員
・
福
田
美
千
代
さ
ん

障
害
者
差
別
相
談

月
～
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

９
時
～
17
時

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
（
４
８
６
）
５
９
９
１

（
２
２
２
）
４
１
３
３

子
ど
も
相
談（
町
）
12
日
㈫
　
13
時
～
16
時

役
場
中
央
庁
舎
１
階
会
議
室

健
康
福
祉
課
福
祉
班
☎

１
３
４

子
ど
も
相
談（
県
）

月
～
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

９
時
～
16
時

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

家
庭
児
童
相
談
室

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉
課

☎
（
４
８
３
）
１
１
２
０

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

就
学
・
教
育
相
談

月
～
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

９
時
～
17
時

学
校
教
育
課
学
校
教
育
班
☎

３
１
２

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

家
庭
教
育
相
談

毎
週
木
・
金
曜
日
（
祝
休
日

を
除
く
）
９
時
～
17
時

社
会
教
育
課
社
会
教
育
班
☎

３
２
２

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談

1
・
15
日
㈮
　
10
時
～
15
時

役
場
中
央
庁
舎
１
階
会
議
室

産
業
課
商
工
観
光
班
☎

１
４
４

子
育
て
電
話
相
談

岩
橋
保
育
園
　
月
～
金
曜
日

（
祝
休
日
を
除
く
）９
時
～
17
時

月
曜
日
は
栄
養
相
談
も

中
央
保
育
園
　
随
時

岩
橋
保
育
園
☎
（
４
８
１
）
７
０
２
１

中
央
保
育
園
☎
（
４
９
６
）
１
２
７
４

年

金

相

談

14
日
㈭
　
10
時
～
15
時

住
民
課
年
金
班
へ
お
越
し
く

だ
さ
い

住
民
課
年
金
班
☎

１
２
１
・
１
２
２

スクエアダンスを始めませんか
『PLUM＆U　無料体験講習会』



インフォメーション
朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（７時～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

毎週日曜日開催

時間　9：00～ 11：00　お問い合わせは各保育園へ
※子どものことで、気になることなどありましたら気軽にご相談ください。

∽ みんなおいでよ！ 園庭開放（７月の予定）∽

岩橋保育園 ☎（481）7021 中央保育園 ☎（496）1274 対　象
親子で体操
身体測定 13日㈬

親子で体操 6日㈬

乳幼児と保護者
親子で体操 13日㈬

試食会
（要予約・５組限定）
身体測定

27日㈬
読み聞かせ 20日㈬

身体測定 27日㈬

新鮮野菜をプレゼント

　朝市出店者組合では、消費者の皆様
方のご愛顧に応え、「朝市ふれあい感
謝デー」を開催します。
　くじ引きや、サイコロを振って素適
な景品をゲットしましょう。
日時　７月17日㈰　７時～８時
くじ引き７時～　なくなりしだい終了
景品　米、スイカ、トマト、トウモロ
コシ他（空くじなし）
会場　役場駐車場（雨天決行）

　ＪＡ酒々井町農産物直売所では、消
費者の皆様方のご愛顧に応え、「七夕
感謝祭」を開催します。
日時　７月７日㈭・８日㈮　
　　　９時～ 13時
アンケートにご協力いただいた方に蒸
かしたてジャガイモをサービス
問い合わせ　ＪＡ酒々井町農産物直売
所☎（４９６）１０００

　千葉盲学校では、授業見学や補助具
の体験、教材教具の紹介等を行います。
日程等　８月２日㈫は、眼の見え方で
悩んでいる子どもや保護者の方を対象
に、８月３日㈬は、眼の見えにくい方
に関わっている方を対象に開催します。
時間　9時30分～ 14時40分
申し込み・問い合わせ　7月22日㈮ま
でに電話、ファックスまたはＥメール
でお申込みください。
県立千葉盲学校☎( ４２２) ０２３１、

（４２４）４５９２　
Eメール　chiba-sb@chiba-c.ed.jp

　「和太鼓、軽スポーツ（フライング
ディスク、ボッチャ）、手すきはがき、
ビーズ工芸、機織り、木工でのペンケー
ス製作」等の体験講座を行います。
日時　8月4日㈭　９時～ 12時
会場　千葉県立印旛特別支援学校（印
西市平賀1160-2）
対象　小学生以上
費用　500円以内（材料費等）
定員　各講座5人～ 10人程度
申込期限　７月28日㈭
申し込み・問い合わせ　県立印旛特別
支援学校☎０４７６（９８）２２００
担当：田中、鈴木

日時　７月16日㈯　10時～ 14時30分
会場　中央公民館2階視聴覚室
内容　就労移行支援、児童ディサービ
ス、知的障害者更生施設、生活介護、
ケアホームの障害福祉サービス事業所
による個別説明会です。
問い合わせ　健康福祉課☎ １３５

　ハローワーク成田では、福祉・介護
の仕事を希望する方を対象に就職面接
会を開催します。
日時　７月21日㈭　14時～（受付13
時30分～）
会場　成田中央公民館（成田市赤坂
1-1-3）
申し込み・問い合わせ　ハローワーク
成田福祉人材コーナー☎０４７６（２
７）８６０９

【警察官】

受付期間　7月1日㈮～ 8月10日㈬
試験日（第1次試験）　9月18日㈰

【警察事務】

受付期間　8月5日㈮～ 8月22日㈪
（受験案内配布開始・7月15日㈮）
試験日（第1次試験）　9月25日㈰
受験資格　詳しい内容については、お
問い合わせください。
※佐倉警察署では受付期間中に就職説
明会を実施します。
問い合わせ　佐倉警察署警務課
☎（４８４）０１１０

　入居資格は、次のとおりです。
①心身ともに健康な60歳以上の方
②自立した日常生活がおくれ、身の回
りのことが自分でできる方
③家庭環境や住宅事情により居宅での
生活が不安な方
④所定の利用料が負担できる方
⑤確実な保証能力を有する身元保証人
がたてられる方（保証人は、原則とし
て印旛郡市内在住者）
問い合わせ　軽費老人ホームよしきり

（印西市瀬戸1844-2）
☎０４７６（９８）０２８１担当：中島

　７月の「夕涼み会」を前に職員と一
緒に草刈りをしてくださる方を募集し
ます。中学生、高校生、子ども連れも
大歓迎です。ご協力をお願いします。
日時　7月10日㈰　9時～ 11時
※雨天の場合は7月16日㈯に延期
申し込み・問い合わせ　特別養護老人
ホーム・エコトピア酒々井☎（４９６）
１９１０　担当：吉田

千葉盲学校サマースクール開催

軽費老人ホーム「よしきり」入居案内

草刈りボランティア募集！

H23.  7.  1 23

催 し ・ 講 座

お 知 ら せ

日時　７月12日㈫、26日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣

千葉県警察職員採用試験のお知らせ

「七夕感謝祭」開催

障害福祉サービス事業所合同説明会

「福祉のしごと」面接会開催

「学校開放講座」のお知らせ



◆ 酒々井町のホームページ  http://www.town.shisui.chiba.jp/ ◆

※テープに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。　　社会福祉協議会☎（496）6635問

お
い
し
い

　
　
　
お
米
に
育
っ
て
ね

休日窓口開庁日　31日（日）8:30 〜 12:00

【住民課】�住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸
籍届書の受付（転入・転出等の住民異動に係るも
のは除く）

【税務課】�納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税
相談、収納（町税・国民健康保険税）

プリミエール酒々井休館日 7月4・11・19・25日 問（496）8681

21日（木）図書館のみ休館図書館館内整理日 問（496）8682

　
５
月
19
日
に
大
室
台
小
学
校
で
、
23
日
に
は

酒
々
井
小
学
校
で
「
田
植
え
体
験
教
室
」
が
そ
れ

ぞ
れ
の
５
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
協
力
団
体
が
準
備
し
て
く
れ

た
田
ん
ぼ
で
田
植
え
の
仕
方
を
教
え
て
も
ら
う
と

さ
っ
そ
く
苗
を
手
に
取
り
田
植
え
に
挑
戦
。
泥
の

感
触
に
慣
れ
る
ま
で
は
ぎ
こ
ち
な
い
動
き
で
植
え

て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
そ
の
姿
は
様
に
な
り
、

苗
も
き
れ
い
な
列
に
そ
ろ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
も

「
秋
に
は
お
い
し
い
お
餅
を
食
べ
た
い
ね
」
と
一

生
懸
命
に
手
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

東日本大震災義援金にご協力ください

町と社会福祉協議会では、日本赤十字社の義援金
受け付けを９月 30 日まで行っています。

【主な募金方法】
・    直接お越しいただく場合　健康福祉課、社会福
祉協議会窓口で受け付けています。

・郵便振替　郵便局窓口での取り扱いの場合は、
振替手数料は免除されます。

問い合わせ　健康福祉課☎　１３３
　　　　　　社会福祉協議会☎（４９６）６６３５

内

24

7月
日 行　　事　　名 掲　載

ページ

1㈮ 社会を明るくする運動強調月間 13

8㈮ 街かど心の相談 13

9㈯
岩橋保育園夕涼み会
第3回パークゴルフ教室

14
6月号14

10㈰ 町農業委員会委員選挙投票日 4

14㈭ おはなし会（15時30分～図書館）

16㈯
ちびっこ天国オープン（～8月31日）
馬橋の獅子舞

14
14

17㈰ 墨の獅子舞 14

20㈬ 無人ヘリコプターによる水稲の病害虫防除 12

24㈰
千葉県議会議員補欠選挙
アナログテレビ放送終了日
おはなし会（15時～図書館）

4
6

26㈫
わらべうたの会（10時～プリミエール酒々
井グループ研究室）

29㈮
人権教育セミナー「小さな声を受け止めて
いますか」
成人式・盛年式実行委員募集締切

15

15

30㈯
第６回駅前交流フェスティバル　～孫と楽
しむ夏祭り～

14

31㈰ カレッジコース1年生募集期限 16

「酒々井里山フォーラム」の協力により田植えをする酒々井
小学校の児童（酒々井地先で）

「酒々井ライオンズクラブ」の協力により田植えをする
大室台小学校の児童（上岩橋地先で）


